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会 議 録 

会議の名称 第 11 回香取台小学校開校準備委員会 

開催日時 令和４年 11 月 11 日(金) 開会 18：30  閉会 22：15  

開催場所 つくば市役所 ２階 職員研修室 

事務局（担当課） 教育局 学務課 

 

出 

席 

者 

 

 

委員 

 

堀越直子、堀田誉、中川元、眞家登志子、長岡かほり、 

鈴木由紀子、岩田隆敬、小濱いずみ、林将広、石井勇輔、 

檜由美子、鈴木裕絵、田上和久、塚本明、山口健次、 

杉崎妙子 

その他  

事務局 

 

学び推進課指導主事（主査）市原猛、 

生涯学習推進課課長澤頭由紀子、 

生涯学習推進課社会教育指導員岩村一代、 

学務課課長下田裕久、学務課課長補佐川又文江、 

学務課係長中山美希、学務課主任工藤麻貴、 

学務課主事白土直也 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 0人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

（１）香取台小学校における家庭教育学級の開設について 

（２）香取台小学校 PTA 規約について 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

第 

１ 開 会 

２ 議 事 

（１）香取台小学校における家庭教育学級の開設について 

（２）香取台小学校 PTA 規約について 

３ その他 

４ 閉 会 
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 ＜審議内容＞ 

１ 開会 

 

２ 議事 

事務局：それではただいまから第 11 回香取台小学校開校準備委員会を開催いた

します。議事に入ります前にお願いをいたします。本日の委員会は AI によ

り議事の文字起こしを自動で行うシステムを使用しております。このため

大変お手数ですが、ご発言の際は必ずマイクをご使用くださいますようお

願いいたします。マイク下のスイッチを押していただき、マイク中央部の

ランプが青く点灯しましたら使用できますので、よろしくお願いいたしま

す。それでは、これより議事に入りたいと思います。議事の進行につきま

しては、委員長にお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

委員長：はい。皆さん、こんばんは。それでは会議の進行をさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。事務局へ確認となりますが、本日は傍聴

の方はいらっしゃいますか。 

事務局：おりません。 

委員長：はい。ありがとうございます。傍聴者はいらっしゃらないようですの

で議事に入りたいと思います。本日の議事は香取台小学校 PTA 規約につい

て、家庭教育学級開設について、以上の２点になります。はい。それでは

議事に入ります。では最初に、はい。家庭学級開設について、よろしくお

願いいたします。 

事務局：皆様、こんばんは、どうぞよろしくお願いいたします。本日は家庭教

育学級につきまして説明のお時間をいただきましてありがとうございま

す。お忙しい時間に皆さんお集まりのことと存じますので、早速ではござ

いますが、担当から説明させていただきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 
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事務局：皆さん、こんにちは。生涯学習推進課で社会教育指導員をしておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。今日、新しい学校でということで、

家庭教育学級について少しお話をさせていただければと思います。もうす

でに家庭教育学級というのは、島名小学校の方でもご存知かと思うんです

けれども、今の家庭教育学級の実情なんですが、現在、乳児、幼児から始

まりまして、乳児家庭教育学級、これはもう本当に生まれたばっかりの赤

ちゃんをお持ちの保護者の方の学びの機会になります。それから幼児家庭

教育学級。３年前からなんですけれども、保育所の方でも学習の機会とい

うことで、家庭教育学級を進めております。現在、保育所が９ヶ所で、幼

稚園 16 ヶ所、小学校中学校、義務教育学校、祖父母学級ということで、つ

くば市内のすべての 81ヶ所で、何らかの形で保護者の方に学びの機会とい

うものを提供させていただいております。家庭教育学級という名前にこだ

わらず、最近では、社会教育講座ということで、単発の講座であったり、

それから従来通り、学級ということで継続的な講座を組んで、年間数回の

講座を受けていただくという、そういう形をとっております。ただ、資料

にもありましたけれども、家族形態が多様化しておりますし、本当に、働

き方も随分変わってきていますので、社会教育係、生涯学習推進課としま

しては、この学級という形態にこだわることなく、できれば、親の保護者

の方に均等に学びの機会が提供できればいいかなということで、１つ提案

させていただければと思いますのが、継続的な学級、これはそういう形態

が取れればなおのこと良いかなと思うんですけれども、なかなかそういう

感じ、回数がこなせなくても、１回でも２回でも講座という形で保護者の

方に学びの機会というものが提供できればと計画を進めさせていただけれ

ばと思います。従来通り担当させていただく社会教育指導員がおりますの

で、いろいろな諸問題に関して、どういう講師を呼んだらいいのかとか、

どういうことが学びたいのかというようなことなんかに関しましても、い
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ろいろご相談に乗らせていただくことは可能になりますので、ぜひその機

会の提供というところで、考えていただければいいかなと思います。それ

から一応資料としまして、元島名小学校の令和元年度からの状況につきま

して、元年度から令和４年度、今年度ですね、までの実際に行った家庭教

育学級を資料として挙げております。令和２年度からはコロナということ

で対面講座が開設できませんでしたので、動画という形で提供させていた

だいております。ということで、ぜひそういう機会の提供を考えていただ

ければと思います。よろしくお願いいたします。 

委員長：はい、ありがとうございました。以上の説明を受けまして何か皆様か

らございますでしょうか。何かある方は挙手をしていただきましてお願い

いたします。では、お願いいたします。 

委員：家庭教育学級についてなんですが、学級長さんとか、そういう組織を一

通り作るのかなとは思うんですが、家庭教育学級の組織の中を構成する方

は、例えば１学年と２学年の保護者の方のように、複数の学年に跨ってい

ても問題はないのでしょうか。 

事務局：はい。家庭教育学級の構成学年っていうのは、もう学校によって、現

在もいろいろあります。１年生、２年生で構成されたり、１年生から６年

生まで、或いは５年生から９年生まで、義務教育学校なんかはそのような

区切りを学校の状況に合わせて区切っていただいてますので、そちらのと

ころは問題ないかと思います。それから学級長、副学級長というのは従前

の呼び方になるんですけれども、現在はそのような、一応、窓口という方

だけを決めていただいて、指導員とのやりとりをするという、そういうよ

うな形をとってる、学級長、会計、書記さんとかっていうのを構成しなく

ても、そこのところは、窓口ということで、お１人出ていただいたりとか

っていうようなそちらの方の形もいろいろなものがあります。 

委員：ありがとうございます。もう１つだけ。講演というのを、令和元年度と
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かにされているかと思うんですが、例えば対象が、１年生と２年生という、

４月当初にスタートしたんだけれども、話の内容として、４年生や５年生

の保護者の方たちにも、それを少し広く周知して、参加できる方はどうぞ

っていうのは可能なんでしょうか。 

事務局：はい。そちらの件に関しましても、構成が１年生、対象が１年生でス

タートしても、実際に講演は１年生から６年生まで案内をするというのは、

よくあるケースですので、特に問題はないかと思います。 

委員：ありがとうございました。 

委員長：大丈夫でしょうか。はい。ご回答ありがとうございました。すいませ

ん。こちらなんですけども、年数回実施ということで講座内容が開かれて

いくと思うんですけども、この年実施するその時期といいますか、そうい

ったものはもう概ね決められてる枠の中で、その委員さんたちが決めてい

くような流れなんでしょうか、それとも、もう大まかな年間通して、この

時この時っていうその時期というものも設定から、考えていくような流れ

っていうことをちょっとお聞きしたい。 

事務局：では、説明させていただきます。あえて家庭教育学級と申しますが、

その学級は、年度内の活動という形になります。ですから、新しい役員さ

んたちが決まって、４月、５月で簡単な今年度の予算が市のほうからでて、

講師謝礼としてお支払いする予算額であったりとか、提出いただく書類と

か、そういったものの説明会を５月に行いまして、実際に活動が始まるの

が６月あたりから始まりまして、年度末が大体２月ぐらいまでの間に終了

する、その期間、どこの月を使っていただいても構わない、という形なん

ですね。ですから、極端に７月、８月に動画を見て、今年度はこれでおし

まいにしましたっていう学級なんかも今年度はありました。で、ぎりぎり

まで外部講師をお招きするということで、１月、２月まで活動するという

学級もあります。そこのところは最終の締めが２月ということで、その中
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でやっていただくという形になります。 

委員長：はい、ありがとうございました。すいません、活動内容の実際的な動

きの中で、例えば、外部講師を招く場合の段取りとかっていうのは、これ

はすべて委員の方が、進めていくような形ですか。 

事務局：外部講師を呼ぶというのは、どの講師を呼ぶのかというところから始

まりますので、そのあたりのところから、指導員が相談役という形で、各

学校に、担当指導員がつきます。ですから、講師をどのように探していく

のか、講師謝礼の方をどのような形で、金額を決めていくとか、そのあた

りのところの相談というのは、すべて指導員と役員さんとの間で進めてい

くという形になります。 

委員長：はい、ありがとうございました。最後に、人員についてなんですけど

も、役員決めになると、結構幼稚園からの継続という保護者で結構希望さ

れる方が、１年生２年生保護者多いんですが、具体的にこの年間、予定立

てたこの日程とか４回なり、２月まで何回とかはちょっと別としても、人

数的なものってどの程度いればいいのか、妥当的な人数はどのくらいの割

合を持っていたほうがいいのか、ございますか。参考までにお願いいたし

ます。 

事務局：平均しまして、大体、学校のその規模にもよるんですけれども、平均

５、６人っていうところまででしょうか。大規模校なんかは、各クラスか

ら１名ずつ出てきて 10名ぐらいで実施したこともあったんですけれども、

そうすると今度仕事の分担がなかなか収まりきれないというところもあっ

たりするので、そのあたりは、最低５、６名いてくだされば、進むんでは

ないかなと思います。 

委員長：はい、ありがとうございました。では委員の方から、他に何かござい

ますでしょうか。委員お願いいたします。 

委員：非常に基本的なことを聞いてしまって申し訳ないんですけど、役員とか
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学級長、副学級長っていうことを説明されたと思うんですけど、それはま

ず、学級長、副学級長っていうのは役員の中の取りまとめみたいな人たち

のことを言われているのか、あと、この役員と呼ばれているものは、その

PTA の中の一部の機能なのか、或いはそれとは独立して役員が選定され、家

庭教育学級の役員というものが、選定されるのかを教えていただければと

思うんですけど。 

事務局：一般的に家庭教育学級っていうのが、その学校の PTA の中から選ばれ

るというケースと、全く学校から独立して家庭教育学級というものを作る

場合とっていうのがありまして、今ほとんどの学校が PTA の役員の中に家

庭教育学級の活動が組み込まれているというのが、つくば市の中ではほと

んどだと思います。その中で、呼び方は昔からその学級の取りまとめとい

うことで委員長さんがいて、副委員長さんがいてというそういうような呼

び方なんですけれども、その役割の分担の仕方というのは、特にこうでな

ければいけないというものはありませんので、学校の中で皆さんで話し合

って決められてるところもあります。 

委員：ありがとうございます。１点確認なんですけど、そうすると、先ほど前

半のところで学級長、副学級長と呼ばれてたのは、今の説明だと役員の中

の委員長、副委員長に相当する方々っていう考え方でよろしいんですか。 

事務局：そうですね。はい。 

委員：はい。わかりましたありがとうございます。 

委員長：はい。ありがとうございました。他に何かございますか。はい。委員

お願いします。 

委員：はい。私もちょっとそもそものところをお聞きしたいんですけど、この

家庭教育学級って誰が主体、誰が責任を持ってやるものなんでしょうか。 

事務局：親の学びの機会がもともとその家庭教育学級の目標になるんですけれ

ども、そこを行政と学校等が支援していくという形になります。ですから、
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主体的に企画を立てていただくというのは、保護者の方がその中心になる

ところになります。そこを行政が、講師謝礼であったり、学校側が場所の

提供してくださったりという、そういう形で支援をしていくという形にな

ります。 

委員：家庭教育学級をやるべきか、やったほうがいいのか、やらなくてもいい

のかも保護者の判断でよろしいんでしょうか。 

事務局：極端に言うとそういうことになると思います。ただ、学びの機会とい

うものを、今、正直言いましていろんな形態が出てきています。昔は家庭

教育学級ということで、組織を作って、委員長さん副委員長さんがいてと

いう形だったんですけれども、現在、新しい学校なんかは、本当にこの１

回きりの講座を実施する、本当に学びの機会を１回だけ提供する、ていう

ような学校もあったりします。ちょっと資料を読ませていただきましたら、

こちらの香取台小学校の主な事業の中に成人教育、大人の学びというのが、

あったかと思うんですけれども、このような保護者の学びの機会というふ

うにとらえていただけて、それが講座という単発な形で行うというのも、

これからの学校の中ではあるんではないかなと思います。いろんな形態が

今出てきているというところです。 

委員：ありがとうございます。ここからは、私個人の意見というふうに受け止

めてもらえればいいんですけど、この家庭教育学級って、この家庭教育を

支援するための条例に基づいて実施されてるというふうに私は理解してま

す。この家庭教育学級のそれぞれの講座とか講師とかを見てると、確かに

知っておいたら役に立つと言われて、そういった情報として保護者として

もありがたいというところは理解できるんですけれども、一方でこの条例

のそもそもの目的って何かっていうと、その地域社会の繋がりの希薄化と

かですね、子供の貧困とか、家庭を取り巻く環境が変化してきていて、そ

の家庭の教育力が下がってる、だから下がっていることを解決しなきゃと
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いうことで、この条例が出ていて、そのための方法として家庭教育学級を

作りましょうということなんですよね。子供の貧困を防ぐためには、何を

したらいいのか。その社会の繋がりの希薄化を解消するにはどうしたらい

いのかっていう視点に立ったときに、今のこの講座をこんなふうにやって

いくのがいいのかどうかは、ちょっと私は疑問に思っていまして、そこが

ちょっとね、私の中に根っこにあって、その家庭教育学級って果たして誰

がどうやっていくと、そもそもこの条例の目的に合った活動ができるのか

のかなというのがちょっと疑問もおりましたので、一応私の意見として表

明させていただきます。 

委員長：はい、ありがとうございました。深いですね。なるほど。はい。あり

ます。はい。委員お願いします。 

副委員長：家庭教育学級というものがある前提で話をするんで、今、ちょっと

委員さんの言ったことと近いんですけど。特にこのテーマの選定が多分す

ごく大事なものだと思うので、その場に応じて、親が主体で、その時にな

った委員の親がテーマを思いつきで選定してやればいいというものでもな

いと思うんで、その時代背景に即して、今こうなってきているからこうい

う情報をより知ってもらった方がいいんじゃないかっていう何かこう、市

としての方針も少しいただきながらやる形で、ある程度テーマの、今だっ

たらこういうことを取り組んだ方がいいみたいなものは、ある程度市や県

の方針として何かあって、そこから選べるようなソースが何かあって、こ

の学級委員を運営できるのか、そこのテーマ選定から含めて、もう親が自

分で調べてやらなきゃいけないのか、今見ると、過去に登壇された先生が

また次の年も、この、例えば筑波大学の准教授は、また登壇されてるんで

すけど、そこは単純によかったからまた翌年もやってるのか、継続的にこ

のテーマやった方がいいっていう前提で何かやられてるのか、なんかそう

いうところがちょっと進め方の前提としてわからないんですけど、私は個
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人的には、この取り組みは絶対やったほうがいいと思うので、親の成長っ

てのは子供の成長とともに絶対必要だと思ってまして、世の中のいろんな

問題ってやっぱりそういうところが継続して、持続しないといけないと私

は思ってるんで、啓蒙活動みたいなものって何か効果がよくないとか言わ

れますけど、やめてしまったら終わってしまうんで、私は持続するべきだ

と思ってるし、だから条例が制定されてるというふうに理解してるので、

ただその持続性を維持するために、学校がどう連携してやっていくのかっ

ていう全体像がちょっとわからないんで、そこをちょっともう少し理解し

たいなって思ってます。はい。 

事務局：よろしいでしょうか。はい。確かにいろいろな子供を取り巻くいろい

ろな問題というのは、年をごとに変わっていくんですね。例えば、今でし

たら、睡眠とか、それからよく言われる SNS の弊害であるとか、そういう

ふうなのはもう本当よくテレビニュースなんかでも上がってはきてるんで

すけども、そういうところのアドバイスということを、担当の学校につく

社会教育指導員の方が、その子がどういうことを学んでいこうかという、

その年度の初めに皆さんと一緒に考えていく時間をとります。その席には、

昨今、学校の先生にも入っていただきまして、学校側と行政と、それから

窓口になられる役員の方とで、３者でそのテーマを決めていく。そのテー

マを決める際に、社会情勢、子供を取り巻く社会情勢もなんですけれども、

つくば市の中で、５つの柱というものを作っております。これは家庭教育

学級の講座を決めるに当たりまして、まず１つは、子供の心身の理解とそ

の発達。この中には例えば、スマートフォンなんかから発せられるブルー

ライトなんかが目によくないんじゃないかとか、子供の体に及ぼすような

問題。それから２番目が、メディア学習。これもよく言われる不用意な投

稿が人を傷つけてしまうっていう人権的な問題であるとか。３番目も同じ

く人権学習、これはつくば市の重点課題に挙げられています。それから４
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番は食育。しっかりと朝ご飯を食べて、それからしっかりと体を動かそう

というそういう食について、５番目がこれは幼稚園なんかでよく取り入れ

られるんですけれども、伝統文化の伝承ということで、例えば地元の和太

鼓の演奏を聞いたりとか、親子でともに時間を作るというところなんかの

１つとして、伝統文化の伝承、この５つの柱の中から、その年のテーマを

決めて、何を学んでいくのかというところを決めています。それから先生

の名前が挙がったんですけれども、令和２年度、３年度、４年度っていう

のが、これやっぱりコロナの影響がありまして、対面で外部講師をお呼び

することができないということで、課の方で作りました、動画の配信にな

ってるんですね。動画の配信の中で、やはりこれ、令和３年度も、先生を、

その年の役員さんが選ばれ、令和４年度、今年もこの先生の自己肯定感を

高める子育てというこのテーマで、動画を選ばれたということで、お名前

が重複してるんですけれども、動画もやはり、特にお仕事されてる保護者

の方なんかは、隙間時間に見れたというようなアンケートなんかもいただ

いておりますけれども、やはり会場でご講演をいただくというような講師

を招くというのもいいのではないかなと。動画と対面で対面講座等で進め

ていくという形が、令和５年度の目標とさせていただいております。以上

です。ありがとうございます。 

副委員長：はい、ありがとうございました。 

委員長：すいません、１ついいですか。これ講座、企画にあたり、そこにいろ

んな書類とかも提出し終わった後なんですけれども、これ例えばコロナと

いうこともあり、動画が中心となった講座が令和２年度からなんですけれ

ども、終わった後振り返って、例えば、すごくやっぱいい講座であっても

なかなかその動画の視聴に繋がらなかったとか、そういったその反省で、

またその次に繋がるといった、次年度にまたそれが何かこう活かされてみ

たいな、そういった動きというのはあるんでしょうか。 
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事務局：はい、お答えさせていただきます。一応、この申し込みはすべて茨城

県電子申請で申し込んでいただいてるので、電子のほうで管理をしており

ます。申し込みのあった方にアンケートという形で、課の方から統一した

項目を送らせていただいて、それを最終的には集計をするというのは課の

中で行っています。また、それとはまた別に、学級独自でアンケートを取

られている学校もあります。それは必ず取ってくださいというものではな

いんですけれども、学校内で選んだ動画がよかったのか、悪かったのか。

視聴数がどうだったのかっていうようなことなんかも含めたアンケートを

取られている学校もあります。ただ課の方としましては全体に電子申請で

申し込まれた方に一斉にアンケートとして送らせていただいて、集計して

おります。 

委員長：はい、ありがとうございます。その回収の状況とかも、最終的に委員

さんはわかっている状況で終わるということですか。 

事務局：こちらで集計するアンケートに関しては、昨年度も特に学校名は記載

してもらわなかったんですね。見た動画がどうだったのかという感想と、

その電子申請に対する申し込みがどうだったのかという項目で取っていま

したので、必要があれば、各学級にフィードバックすることはできるんで

すけれども、課の中でもそのようなアンケートをとって、次年度のどうい

うコンテンツをふやしたらいいのかという、そういう参考にはさせていた

だいております。はい、ありがとうございました。 

委員長：はい。委員お願いいたします。 

委員：この家庭教育学級の活動は、これ見る限りは、いろんな講演とかが主体

の活動のように見えるんですけど、講演で入口があったとしてそのあとそ

れぞれ、例えば問題意識や、或いは課題を抱えてる家庭とかはあると思う

んですけど、そうした人たちがもうちょっと具体的にそのテーマに関連し

て自分の家庭とかで持ってる課題を個別にコンサルティングしていただく
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とかそういうような発展っていうのはあるんですか。 

事務局：なかなか難しい問題で、社会教育指導員っていうのはいろいろな学級

を見てきてますし、ある程度いろんな外部の講演なんかも聞いて、内部で

も研修を積んでいますので、指導員に相談を受けるということは、時々あ

ります。指導員にいただいたその相談に対して、適切に相談する窓口をご

紹介したりとか、そういうような形でそういう方たちが取り残されないよ

うな形をとらせていただいてはいるんですけれども、そんなにたくさん相

談が来るというわけではないですけれども、はい。 

委員長：はい、委員、お願いいたします。 

委員：私自身が家庭教育学級の委員をさせていただいたんですけれども、その

際の印象というか、その時の経験から、ちょっとお伺いさせていただきた

いんですが、私が委員を務めていたときは、その指導員の先生から、一応

こういった形の講義があります、前回はこうでしたというような、いくつ

かの案が提示されてその中から自分たちで、内容を選んでいくようなもの

であったんですけれども、通例は最初はこういったものが多いですねって

いうものの中で給食センターの見学とか、何ですか、親がやるヨガとか、

はい、そういったものも中に入っていたんですけれども、先ほどお話いた

だいたその５つの柱の中にそういったものが何か入っていないような気が

して、その５つの柱ができたというか、その以前から変わったということ

で認識でよろしいんでしょうか。 

事務局：はい。よく講座の内容が一昔前と随分変わったんじゃないかっていう

ご意見をいただくんですけれども、昔は親同士のコミュニケーションを深

めましょうということで、体操の時間があったりとか、何か一緒に物を作

ったりとか、そういうような講座も組み込まれていたんですね。ただ、親

の学びの時間を大切にしようということで、やはりだんだんとその回数が、

昔は多いところは４回とか５回とか開設してた学級が、昔は結構たくさん
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あったんですけれども、やはり保護者の方も随分とお仕事を持たれて、そ

の開設回数が少なくなってきている。それと少ない中で、学校に足を運ん

でいただく中で、学びの１つでも２つでも学びのものを提供できればとい

うことで、そのコミュニケーションの部分は個別に対応していただいて、

できれば、さっきお話しました５つの柱から、つくば市の重点課題になっ

ているメディア、人権、食育、そういうところに重きを置いた講座の開設

というところで、指導員の方がお話させていただいてるようなところです。 

委員長：はい、ありがとうございました。他にございますか。はい、では委員

お願いいたします。 

委員：よろしくお願いします。先ほど最初の方のお話で PTA に含まれるといい

ますか、多くの学校が PTA の組織の中に家庭教育学級を行っているという

ようなお話もあったのですが、この後 PTA 規約の話とか組織の話が出て参

りますので、少し確認をさせていただきたいのですが、香取台小学校も島

名小学校も、来年度は組織のスリム化というのを大幅に行いたいと考えて

おりまして、特に PTA の任意加入の問題がありますので、会員にならない

という方も、何人かもしかすると出てくるかなと思うんですけれども、そ

の場合に、もし、家庭教育学級が PTA の組織の中の１つであるとすると、

加入されてない方はどのようなことになるのかちょっと心配なんですね。

ですので、捉え方としては PTA の中の組織ではなく、１学年でしたら１学

年の保護者を対象とした、家庭教育学級という形も考えられると思うので

すが、そのようにしている学校もあると思いますし、私も以前そのように

してきた場合も、務めた学校ではそうなっておりましたので、PTA の中に入

れてしまうと、予算のこととか、PTA に計上しなければいけないと思うんで

すよね。でもそうはしてないと思いますので、はい、その辺ちょっと教え

てください。 

事務局：そうですね、形は本当にいろいろありまして、１年生だけで構成して
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るという学校もあります。また１年生で構成してて、講演会は１年生から

６年生までご案内するっていうようなこともあります。それから、学級生

という位置付けで、１年生から６年生全体が対象になる学校もあります。

ですからそこは学校の中で決めていただくというところになるかと思いま

す。ですから実際１年生で初めて学校にあがられてくるときに、いろいろ

と親も子も初めてという環境の中で、親が集ったり、これからの学校生活

について、学びの機会を持つというような学校も、そこが割と多いのでは

ないかなと思います。ですので、つくば市の生涯学習推進課としましては、

こうでなければいけないという形はありませんので、そこのところは、PTA

の皆さんや学校の先生方との話し合いの中で、形を決めていただければと

思います。以上です。 

委員：はい。ありがとうございます。今、PTAの皆さんというお話があったんで

すが、今後はきっと PTA の皆さんというのはなかなか使えなくなるかもし

れないですよね、保護者の皆さん、加入してない人がいるわけですので。

そうすると、やはり今のお話でしたらば、学校と、今回で言えば生涯学習

課さんが主体となって、家庭教育学級を開設していくというようなことで

よろしいんでしょうか。PTA とは別組織ということで、何ら問題はないとい

うことでしょうか。 

事務局：スタンスとしまして、行政と学校側は、あくまでも保護者の方が主体

的に学んでいただくということになりますので、学校と、それから先生方

とそれから役所というのは、支援をするという形になります。ですから主

体はあくまでも保護者の方という考え方です。 

委員：はい、ありがとうございます。でしたら学年とかが、複数にわたるかも

しれませんけれども保護者の方が主体的に役員さんを決めて、計画を立て

ていく、それをお手伝いするのが学校と生涯学習課さんだととらえて、PTA

の組織に位置づけるということではないわけですよね。 
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事務局：そうですね。あくまでも生涯学習推進課としましては、支援をしてい

くという形になります。 

委員長：ありがとうございました。いろいろ質問等出ましたけれども、他にご

ざいますか。もしございませんでしたら、家庭教育学級につきましては、

以上をもちましてというところにいきたいんですけども、大丈夫でしょう

か。はい。どうもありがとうございました。それでは議事の１つ目になり

ますね、家庭学級の開設についてというところを終わらせていただきます。

生涯学習推進課の担当の方々ありがとうございました。ここでご退席をお

願いしたいと思います。はい。本日は貴重なお時間ありがとうございまし

た。はい。それではですね、議事の２個目ということで香取台小学校 PTA

規約についてに入っていきたいと思います。議事２個目につきまして、事

務局より何かございますでしょうか。 

事務局：はい、事務局です。香取台小学校 PTA 規約につきましては、事務局よ

り準備委員の皆様に協議及び決定していただきたい事項はございませんの

で、委員長のもと、議事の進行をお願いいたします。 

委員長：はい、ありがとうございます。それでは進行のほうを進めさせていた

だきます。香取台小学校 PTA規約案につきまして、まず、説明の方ですね、

資料をもとにということでよろしいでしょうか。委員にお願いしたいと思

います。お願いいたします。 

委員：はい。ちょっとこの PTA の規約ということなんですけれどもどちらかと

いうと規約は読むのしんどいので、こちらのプレゼン資料を基にですね、

説明していきたいと思います。まずちょっとこれ考えてた経緯なんですけ

れども、この準備委員会の委員の中で、さて、どうしよう、今度の香取台

小の PTA みたいなところをちょっと揉んでいったものなんです。なので、

それ以外の皆様今日初めてご覧いただくので、なんじゃこりゃっていうと

こあると思うんですけれども、ちょっとある意味でこの後ざっくばらんに
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皆さんからご意見とかご質問とかいただければなというふうに思っており

ます。実はですね、さっきの家庭教育学級と PTA の話って私の中では根っ

こは一緒なんです。とりあえずやることになってるからやりましょうよっ

ていうのって、やっぱ長続きしないと思ってるんですね。だんだん皆さん

やらされ感になってしまう。最初の家庭教育やっていうになった時に、ど

んな思いでやってらっしゃったかね、ちょっと知る由もないんですけど。

何となくね、これやってた方がよさそうな行事だからやろうね、もちろん

それ正しいし、それは尊重したいんですけど、そもそもこれね、どんな目

的、どんな背景があってやってんのっていうところを、改めてやっぱり確

認しないと、難しい時代に来てるんだなというふうに思ってまして、生涯

学習推進課の皆さんに悪いんですけど、ちょっと突っ込んじゃいました。

それでですね、こちらの PT の概要の案の方に入って進めていきたいと思い

ますが、皆さん１枚目おめくりいただいて。なのでね、すいませんこれ私

のくせで、そもそも PTA とはみたいなところから入っちゃうんですけど、

許してくださいね。先生方には釈迦に説法かもしれませんけどちょっと改

めて説明させていただきます。私が調べた結果です。PTA ってもともとね、

アメリカで生まれたらしいんですよ。この全米母親協議会っていうところ

が発端で、そもそもね、あの当時アメリカは参政権がなくて、お母さんた

ちが自分たちにもね、投票権よこせよって始まったところに発端があるみ

たいです。そのあとね、日本では、太平洋戦争後にね、マッカーサーがや

ってた GHQ が導入を奨励しましたということで、教育民主化のための父母

と先生の委員会というのが PTA として組織化されましたと。何でこの戦後

にね、PTA が入ってきたのかなと思った時、GHQ としてはね、戦前の日本に

戻したくない、戦前の日本でいわゆる遅延制度が強くって、庄屋とかね、

大地主の言うことにみんなが従うみたいなその地域の風習をなくして、民

主化で一人一人がこうね、自立して自分たちでまさにボランティア精神を
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発揮して地域を作っていきましょうねという背景があって、この PTA を持

ち込んだそうです。その後ですね、何らかのすったもんだあったみたいで、

すったもんだがあったから、ようやく昭和 42 年になって、PTA ってこうい

う団体ですよっていうのを定義したのがこの文章のようですね、その児童

生徒の健全な成長を図ることを目的として、親と教師が協力してなんちゃ

らかんちゃうと、学習、その他必要な活動を行う団体であるというのをこ

の社会教育審議会というところで決めましたと。これが PTA のそもそもの

目的というか、こういうところ大事にしようねっていう話であって、それ

が連年と続いてね、元島名小の PTA も存在しているわけなんですが。次が

ね、２っていうところですね、児童と保護者教職員をめぐる環境の変化と

いうことで、家庭教育支援条例みたいなのを作らなきゃならない環境に置

かれるほど、家庭も難しい状況になってきまして、はい、えっとね、こん

な状況が起きてますよということでこの保護者のね、ところに書いてある

ことが載ってます。これ皆さんご承知のことかと思いますし、先生方もで

すね、授業ですね、本来こうね、力を発揮していただきたい授業以外のい

ろんなこうね、事務作業といった業務量も増大してますし、先生方のやっ

ぱり働き方改革なんかもね、叫ばれてる時代ですので、やっぱりね、今の

時代に合った、PTA って考えていかなきゃいけないよねというところは、皆

さんもね、共通の認識としてお持ちなのかなというふうに思います。実際

ね、ネットで PTA って検索するとブラックっていうね、こちらは結構出て

くるので、私もね、PTAのことねことを外で話す時に、引く人も結構いるの

で、なんか難しい時代なんだなっていうのは、改めて思いますし、そんな

中ですね、PTA の活動を地道に着実にですね、やってこられたね、皆さんに

は、感謝の念にたえません。今度香取台小の PTA どうすんのかっていうの

が３番目ですね。２つ、３つぐらいの内容は、実はつくば市教育大綱から

拾ってきたんです。自分で考えるということなんすけどもそれは置いとい
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て、生涯学習推進課の方が言ってましたけど、つくば市の教育方針とある

わけだから、それにね、紐づいた考え方がいいだろうなということで、そ

こから引っ張ってきました。はい。そこで書いてあったのもですね、今の

PTA の考え方に近いんですけど、やっぱそのね、２つ目にありますように、

子供の学びの場をね、実現していくにあたって、保護者とか学校とか、地

域行政とのですね、対話と協働が求められてますよということでですね、

そういった思いを持ちながら検討も進めていったところです。太字になっ

てる下段の２行にポツがですね、言いたいところなんですけれども、現在

のですね、島名小の PTA の形がおおよそでき上がった昭和の時代とは今の

状況って様変わりしてるし、難しい家庭環境、社会環境の中で、時代やラ

イフスタイルに合った PTA が求められるんだろうなというふうに思ってま

す。それは多分、どっかにサンプルがあってそれを引っ張っていきましょ

うっていうのももちろん正しいんですけど、おそらく、日本全体としては

少子化なんだけれども、香取台地区がめちゃくちゃ増えてるみたいなちょ

っとね、独特な環境もあるので、独自のやっぱり PTA の形で作ってった方

がいいんじゃないかなということで、PTA の形を考えていきました。続いて

４番目です。ここからですね、PTA の組織の形をですね、書いてるものなん

ですけれども、まずね、今の島名小の PTA のちょうど代表制をひいてます

が、同じようにですね、香取台小もですね、共同代表制を引いていくのが

いいんじゃないかなというふうに思ってます。トップ３人ぐらいいてもい

いんじゃないのってに思ってるのは、活動のその継続性を考えていった時

に、３人が今年新たに就任した人、去年から就任してる人、一昨年前から

就任してる人っていうその３人が変わっていくことによって、PTA の業務を

円滑に進められるんじゃないかなということで、こういった形を考えまし

た。２つ目ですね、皆さん大変気にされる、役員どうやって選ぶんだって

話なんですけれども、この PTA を検討していくに当たりまして、実は委員
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のつてをですね、いただいて、このボランティアチームっていうのかな、

その方とお話をさせていただく機会があって、そのボランティアチームと

いうのが PTA の活動をもっと良くしたいっていうね、有志の方々の集まり

だったんです。その方とオンラインで２度ほどお話させてもらった時に、

こんな小学校ありますよって教えてもらったのが、神戸市にある稗田小学

校って小学校でして。稗田。はい。実はググッていただくと全部ね、規約

とかのっかってるすごい PTA なんですけれども、そこのこともちょっと参

考にしながら作っていきました。こういった役員の選考プロセスもですね、

明確にするのが２つ目ですね。３つ目はですね、今ある専門委員会はです

ね、最初に形作っておくというよりは、柔軟に動いてるように基本的にな

くしちゃっていいんじゃないのという考えでおります。この後ですね、説

明させていただく、運営チームというのがあるんですけれども、そこでも

ってですね、必要な行事ごとに、今度ねこんなイベントこんな取り組みを

ですね、３ヶ月ぐらいで準備していくので興味ある方ご参加くださいって

いうね、いわゆる手挙げ方式を設けていこうかなというふうに思っていま

す。全会員がですね、参加して欲しいもの、例えばね、立哨当番とか奉仕

作業とか、そういったものとですね、あと、今申し上げた短期的なね、チ

ームを作ってやるようなプロジェクトチーム、そういったものを作って、

運営していけたらなというふうに思っておりまして。具体的にはですね、

次めくってもらうと、組織のですね、ちょっとイメージ図を作りましたの

で、こんな感じで進めていけるといいのかなあというふうに思っています。

いわゆる今の理事会に相当するのが、この運営チームでして、ここが例え

ば月１回ぐらいずつ、いろんなミーティングをしながら、その中で、いや

こういう活動必要だよねっていうものごとに、PTA って書いてますが、これ

プロジェクトチームを作って、この事業マネジメントっていう担当の方が、

そのそれぞれのプロジェクトのリーダーとなって、進めていくイメージで
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考えています。なので、一子一役みたいなこともなくなります。右上にね、

検討すべき点というのがありますけれども、登校班をね、置くか置かない

かによって、今、島名小にある地区理事がね、地区理事みたいな仕組みが

必要なのか、いらないのかみたいなところはちょっとねこの後、別途検討

していく必要があるのかなというところと、あと、完全な手挙げ方式にし

てしまったときに、学年員いらないんじゃねえって思っていて、すいませ

んいる人がいたら遠慮なくおっしゃってくださいね、そういった場合に、

学年ごとの偏りが落ちちゃったらまずいのかなって思ったりもしてちょっ

とクエスチョンマークを入れてました。続いて、めくっていただきまして、

２つ目のね、お金の話なんですけれども、基本的には現行通り、島名小と

同じくですね、月額 350 円で会費収入を主として運営していく組織になる

かなというふうに思ってます。２つ目の廃品回収は、カスミとかに置いて

っちゃうんで、あんまり廃品回収まで物をため込むことってないんですけ

ど。すいません。狭いんで、なのでそういうライフスタイルの方が多いん

じゃないかなと思って、廃品回収なくしてもいいのかなというふうに思い

ました。はい。入退会、ここをですね、先ほどもありましたが、そもそも

PTA ってね、任意団体なので、強制加入でないことをですね、明文化する、

そのためのですね、手続きはクリアに実施していかなきゃなというふうに

思っているところと、あと大事にしたいのがですね、未加入の保護者の方

がいたとしても、教育上ですね、不利益がこうむらないような、配慮しな

きゃいけないんだよっていうのはですね、PTAの会員として、相互認識を持

っていなきゃなというふうに思ってます。４つめの情報公開なんですけれ

ども、実はこの手挙げ方式やる時の肝はこの４番目なんですよね。普段ど

んなことでやってて、どんな時に助けて欲しいんですっていうのを、うま

く伝えていかないと、PTA 何やってんのかわかんないって話になっちゃうの

で、独自のウェブサイトも作ってですね、活動の内容の発信を強化してい
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くということで、このウェブ発信とか、広報のメンバーは、強化していか

なきゃいけないんじゃないかなというふうに思ってます。続いて６ページ

目ですね。現行の島名小 PTA との違いについて、とりあえず対照表的にで

すね、まとめてみました。趣旨としては、本当先ほど申し上げた通りで、

改めて保護者とか会員が主体でやっていこうと思ったときに、今の保護者、

先生方の働き方とかライフスタイルに合わせていくにはどうしたらいいん

だろうというところで、変えていった結果が、今回のですね、PTA の概要の

案になっております。ということでですね、ちょっと後は内容をお読みい

ただいて、ご質問いただければなというふうに思っておりますので、よろ

しくお願いいたします。私からは一旦以上です。 

委員長：はい。委員ありがとうございました。事前に目を通していただいた方

もいるかとも思われますし、今、初めて目を通していただいてる方もとい

う状況ではあると思います。ただ少なからず、ちょっと先ほどから PTA と

いう言葉自体、組織についてちょっといろいろな面で取り上げられてるの

で、今ここにいる皆さん PTA という組織にご協力いただく中で、イメージ

はつくものかと思われます。そういった中で、質問等ですね、ございまし

たらというところであげていただきたいんですね。ちょっと補足といたし

まして、これまだ決定ではもちろんないということで、そこまではすべて

案になるわけであってっていうところを持ちましての、まだ走りの案って

いう感じではあります。先ほど委員からもありましたように現 PTA 理事役

員かねての準備委員会のメンバーを、これまでも 11 時過ぎたこともありま

した。打ち合わせを重ねながら今の島名小の状況と比べて、ただ、なんか

ね、そこ誤解ちょっと招かれたようなんですけど、私は別にその島名小学

校の PTA で、本当にそうなんですけど。否定するわけでもなく、もう本当

に自分がやってるからではないんですけども、これまでの方々の積み重ね

により、ここまでやっぱりきている歴史ある学校のやっぱり組織ですので、
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とても誇りといいますか、務めさせていただけることに本当にありがたく、

先ほどもありましたその親の成長ってありますけども、私はこの立ち位置

になかったら皆さんと知り合うこともなかったのかなということも踏まえ

てやっぱ人との出会いだったりすべての面でとにかくプラスを取り、考え

ていこうと、あとはその組織自体は本当に保護者の方々、入っていただい

てる皆様方が、こうやっぱりご協力のもと動いてるものですのでっていう

ところなんですよね。何かブラックだのホワイトだのオレンジの私にはそ

のカラーの色が全く理解できないんですけれども、それはそれぞれもちろ

ん人によって色が違ってくると思うんですよね。ただブラックと思えばブ

ラックになっちゃう人って世の中いっぱいいて、自分のちゃんとカラーと

いうものが持てない人が多いというもの自体が、何かその PTA 自体をブラ

ックにしている問題ではないかなっていうのを、不満とともに、この場で、

会議録にも載りますので、お伝えできればなというところなんです。だか

ら私にとっては決してブラックではない組織ですし、やっぱりこれがある

からこそ、自分の子供も含め、子供たちの様子も見て、あれだけの、元気

いっぱい素直な子たちが学校で生活できてるんだなって思ってますので。

それともう１点、その立ち位置によって見える景色は違うということです

ね、やっぱ会長職っていう立ち位置と、副会長という立ち位置と、書記な

のか、会長補佐なのかわかんなくなってきてる委員の立ち位置といった、

そういったその立場でのものってやっぱりそれぞれ感じるものも違ったり

っていう部分を置いて、だからこそ経験って必要なんですよね。なくすの

は簡単であるけれども、それをいかにどうつなげていけるか。そういった

意味で、もう、ほぼほぼ強制化していたものをとっぱらって、本当にその

任意加入というものを、今後は題材に呼びかけ、PTA については、その方に

協力いただく組織として、支えていければいいのかなっていうところなん

ですね。ですので、今、委員ありがとうございます、細かいこの規約を目
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を通していただいてますけども、この辺はまだまだこの後変更という形で

行きますし、その上で皆さんのご意見だったり、ご要望だったり、そうい

ったものが少しでもこの場でお聞かせいただけたらっていうところなんで

すね。委員、ご質問ですか。 

委員：はい。質問なんですけど、大前提になっているのは、かなりの数の保護

者が PTA 活動に積極的に参加したいと思っているような状況を大前提とし

ていて、でないと多分成り立たないと思うんですけど。果たして現実見た

ときに、そうなのかっていうのがまず大きな疑問としてあります。もちろ

んその多くの保護者が積極的に関わっていきたいと思うような状況を作

る、作らなきゃいけないのは、どういう組織形態であっても必要なことだ

と思うんですけど。これ、かなり柔軟な組織で、ということはその都度、

いろんなタスクなりプロジェクトなりで手を挙げる人がたくさんいなきゃ

いけない。しかもイベントごとに活動で手を挙げる人募集とかいうのも、

結局いつも同じ人しか来ないので、だんだんなんかこう世代交代もなく、

しぼんでいくっていう状況になりつつある中で、PTA も確かに皆さんがモチ

ベーションが高くて、活発な組織で魅力ある組織であれば成り立つでしょ

うけど、そうならなかった時にもう徐々に衰退して縮小してしまうのを、

懸念するっていうのがまず第１の懸念点です。あとよくわからないのは、

なぜ代表３人おいてかつ、副代表も２人置くってのがよくわからなくて意

思決定する上で、なんか３人代表で副代表を置くんであれば、よくある組

織では、会長なりがいて、副会長なりがいて、だんだん交代していくプロ

セスであるんなら、その副会長が次の会長含みで入って、１年間、修行す

るというようなのはよくあるパターンだと思うんですけど。なぜそういう

形にしなくて３人代表とかいうと物事を決めるのに、その３人がうまく協

調していればいいし、うまく議論を闘わせて成り立つんならいいんだけど、

下手したら、何も決まらない何も前に進まない組織になりかねないのはあ
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るので、なので、３人代表みたいな形にする必然的な理由がよくわからな

い。別に副代表が徐々に、副代表についてそのあと代表っていう形でロー

テーション組んでいく形でもいいのかなと思います。それはどっちかって

いうとささいな話なんですが、全体としてどういうふうに考えられてるの

か、最初に言った、皆さんすごいモチベーションがあって積極的に関わり

たいと思ってることを、大前提とした組織構成で成り立つのかどうかとい

うことに関してどういうふうに考えられてるのかっていうことを知りたい

です。 

委員長：ごめんなさい、委員の前でちょっとすいません。この運営チームの代

表３名、副代表２名のその具体的な人数、委員からありましたけども、規

約の方見てみると若干名になってるんですね。具体的に３名とは固定せず

に、若干名というところで、今年なんかは共同代表に変えて２名立ててい

るところではありますけれども。 

委員：今年の島名小は特殊で、来年度、２つの学校に分かれるから、それぞれ

の地区の代表として、１人ずつ置いて共同代表ってしてるだけだと思うん

ですけど、定常的に２人置く理由はあんまりないように思いますけど。 

委員長：会長でないとっていうパターンの会議だったりとか、副であってもそ

の副代表ではなくて会長代行副っていう形ではあると思うんですけども、

もう１点、今回は島名と香取台が分かれるから２名置いたんではなくて、

今回その負担ですね、１人代表会長っていうのを背負うとすべて来てしま

う、副代表という形でまだ今回はうまく回ってないっていうのが、ここで

今回新しく作ったものになるんですけども、結局その会長って結局すべて

きちゃうんですね、とにかく全部。やっぱり役職で来られますから、じゃ

あその副代表に代わってっていってもなかなか会長でお願いしますってい

うパターンも、じゃあ具体的に教えてくださいって言うと、あれですけど

も、あります。そうなった時に、同じその共同代表として、立場が同じと
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いう部分で、今年度は学校が分かれるからではなくて、市費だったり県費

っていわれる部分は誰々さん、学校の島名小の仕事はどっちかっていうよ

うな役割を要は負担軽減っていう形で務めさせているっていう形なんで

す、それがまず１つ。副代表ってなっても今あるんですけども、なかなか

やっぱその代表とか会長までのその仕事を急にちょっと駄目だったからお

願いしますと言っても、こう見えてこない部分も実際ある、動けないって

いう部分があるので、ここはやっぱり代表という常に状況を、だったらじ

ゃあ副代表も共有していけばいいんじゃないかって言われたらもちろんそ

れまでになっていくと思うんですけども。だからやっぱりそういったとこ

ろでその代表っていう部分の責任を１人でっていう部分も含めて、複数い

た方がいいんじゃないかっていうような、ほかにもつくば市でも共同代表

何人か置いてまわしているところの参考だったりっていうパターンで来て

いるというところが１つあります。だからその３名っていうところに固定

ではなくて、若干名っていうところにおいて。 

委員：別に３名っていうことにこだわってるわけじゃなくて複数代表をそもそ

も置くのが適切かっていう話が疑問としてあるだけです。別に３名だろう

が２名だろうが複数である以上は。 

委員長：私は適切だと思います。それは自分がやっていての責任だったりとか、

その代表でないとやっぱりどうしてもっていう部分があるという部分で適

切だと、私は考えます。はい。１人よりかは、やっぱり複数、これからの

時代だからこそ、やっぱりそこは、その体制が必要なのではないかなって

いう部分は一応考えるんですけども、またそれは一応やっぱり、個人的な

考えも入ってくると思いますし、もちろん聞けばわかれることだと思いま

すので。もちろん１人にしたらいいんじゃないかっていう部分でいくんで

あれば、それでまた決定に向けていけばいいかなと思いますが、一応適切

かどうかっていうことは経験を踏まえ、お話させていただく以上、私は適
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切だと考えます。はい。ごめんなさい。委員ですよね。すいません。 

副委員長：すいません、何でしたっけ。前提がその PTA に参加することが前向

きな人だけが何かやるっていう話あったんですけど、そもそもさっき話あ

った通り、PTA 自体がそのブラックって言われてる要因が、強制力で何かや

らされているみたいな何か流れがある今の状況を、そこから脱却する必要

があるんじゃないかっていうのが、我々話し合った中でもう１つの課題認

識で、それをするのに今の流れをただ踏襲し続けるだけでは、脱却をする

ことは難しいんじゃないかっていうふうに思ってて、なんだったらもう PTA

の運営がもう破綻してしまったって別にいいんじゃないかなぐらい思って

ますと。なぜかっていうと、PTA で支えられているものが何なのかってこと

を、本当に皆さんが認識してるかどうかってことすら、保護者の皆様にそ

れぞれの認識がわからないんで、であれば PTA と学校で支えてるものが何

なのかってことを、１回皆さんに認識してもらって、それが今の世の中の

皆さんの時間の使い方で支えられないのであれば、それを無理やりそうい

う強制力を持ってジャンケン負けた人が支えるっていう仕組みじゃなく

て、何かしらの形でみんな支えてなきゃいけないんだよってことを認識す

る必要性があると思ってて、であればもうできる人だけがやってみるって

ことで逆に破綻してしまうという状況が来た、これはですね、皆さんそれ

を認識できるんじゃないかってことで、そんなことも踏まえて、これまで

の流れを踏襲し続けて何かやってみた人だけがびっくりして、こんな大変

なんだって認識してしまうとか、そういうんではなくて、そういう機会っ

て、親になって、６年とか、８年とかわかりませんけどその期間だけそれ

を経験して、もう次誰にそれを伝えることもなくまた風化していくみたい

なそういうことがずっと連続的に起きてこの PTA って今、こういう課題認

識なっちゃってると思ってると思うので、そこを何がしかの形で見える化

して、何か次の次へ繋がる仕組み作りたいって思いがあって今回の話をし
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てますと、なぜこういう形がいいかと思ったってのは先ほど言った他の学

校でやられてるものが、その PTA がすごくさっきおっしゃったものすごく

こうポジティブで、子供とともに、学校を生き生きとした場として運営す

るみたいな、そういう前向きな PTA のスタイルも実現できてる学校さんが

あったので、その学校の事例を踏まえたときに、PTAのブランド化ってちょ

っと言い方悪いですけど、PTAって何かやり損じゃなくて、積極的に参加し

た方が、結果的に子供とともに小学校生活を楽しく過ごせるようになって、

かつ子供たちの学校生活を先生と一緒に支えられて、自分も楽しいし、学

校自体もいい環境になるんだよみたいなそういうポジティブな流れに変え

られたらいいなっていう思いがあって、今回みたいな発想になってます。

なので、決して皆さんがポジティブに初めから取り組んでいるだなんてこ

と前提には考えてないけど、でも親である以上、子供の学校が健全に安全

に運営できて欲しいって望んでない親はいないと思うので。ただ、共働き

の方も増えたりとか、そういうことに時間を割けない家庭もあるという事

情が世の中としてあるのは、以前よりもそうかもしれませんし、なので、

形態を変えながらどう維持できるのかっていうことを考えたときに、何が

しかちょっとこう、別にリセットするわけじゃないですけど、何かしら形

を変えないと、このままじゃ難しいんじゃないかなっていうことを考えた

ときに、もしかしたら、今日の説明したのは、皆さんのイメージと余りに

も乖離してて、変わり過ぎてるって印象を受けたかもしれませんけど、そ

ういう思いがあってこのご提案っていうかプレゼンテーションをしてるの

で、これを変えたいことが目的ではなくて、その課題認識を踏まえた上で、

たどり着いている１つの仮説だというふうに思って聞いていただいたらと

思ってます。それがちょっと我々の中でもどういったものがいいかわかん

なかったので、さっきちょっと話出ましたけど、そういうちょっと、会社

さんでボランティアで全国の PTA の調査をして何がしかできないかなみた



 

29 
 

いなことやられてる会社様があったので、その方たちも実際 PTA やられた

方たちだったんですけど、PTAのホワイト化とか言ってましたけど、それで

こういう案にたどり着いたって形ですね。 

委員：はい。私の最初の問いは、これが成り立つためには、みんなが PTA をや

りたいと思うのが大前提としてないと多分成り立たない、その大前提が違

っているんだとすると、それをはっきり言っていただきたいんですけど、

問いはその大前提が成り立つような状況をどうやって作るのかっていうの

が、一番の大きな問いで、これ見る限りはまだその解がどこにも書いてな

いようにも思うんですけど。これからの活動で示していくっていうことな

のかもしれないですけど。ただ単にどっかの学校でやってるからといって、

それで単純に同じ形態でやりますと言って成り立つもんでは多分なくて、

具体的な、もっとその PTA の活動にみんなが積極的に関与したいと思うよ

うな、何かもっと施策がないと、規約を変えた、或いは組織の形態変えた

だけでは、何も世の中は変わらないじゃないかなと思います。 

委員：多分これ、この短い時間でまとめていただいた提案書の端々にそういっ

たもののアイディアが入ってたりして、例えばこの広報というところの情

報発信運用のための強化とかって言葉、一行だけ書いてあるんですけど、

また学校さんはすごいその PTA のホームページへの情報発信みたいのをも

のすごく強化してやってて、活動を常にアップデートしながら、中の契約

とか、何でこういう活動してんだって意図までこうずっと発信し続けてる

んですけど、そういうことで新しく学校に入ってくる新入学生の親御さん

たちも、あらかじめこういう活動してるんだってことをわかって入ってこ

られたりとかして、そういったことをずっと継続してやってたりとか、ど

ういうふうにこの PTA 選んだんですみたいなことも PTA 会長さんが今回私

は手を挙げてやりましたとか、面白かったのがこの PTA のこの選定の公募

っていうのがあってここがすごい面白かったんですけど、自薦他薦ってあ
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るんじゃないですか、ここで、他薦ってのは無理やり人を推薦することな

んで基本的自薦を前提にしてるんですけど、その中に、もし誰もいなけれ

ばやりますっていう、やってもいいですっていう選択肢があって、そうい

うちょっとこう、何ですかね、日本人の奥ゆかしさを上手くこう取り入れ

るみたいなそういう選択肢があってですね、実はそれで集まってるのがす

ごく結構多いんですよ。わざわざ自分で会長やりたいとか、私やるんだみ

たいなことあれだけど、誰もいないんであれば、やってもいいですってい

ってそういう人達が何十人か集まって最初じわじわじわってこう活動が始

まったみたいで、そういうのが広がっていくと、少しでもいいから時間が

ある中でやってもいいですっていう人が集まって、そういう自発的な活動

がだんだん火種になって、その学校さんの活動になってるっていうのが、

そこの根っこだったので、おっしゃってることはすごくわかるんですけど、

そんな大々的に皆さんがポジティブにドーンて変わるなんてことは、基本

的に私は難しいと思ってるので、今回の香取台小学校はせっかく１から小

学校が始まるタイミングですから、そういう火種作りを最初からして、多

分これ初めて見ても問題がたくさん出てくるんで、走らせながら、また変

えていくみたいなことも必要なってきちゃったりすると思うんですけど、

せっかくこういう機会なので、ずっとやられてきたことを、別に否定した

くない、したいわけじゃないというおっしゃったことも最もで、ある意味

そのまま踏襲することも１つの答えだったと思ったんですけど、今ひとつ

変えてみるってこともチャレンジなのかなってことで、決してこれで何か

うまくいくかどうかなんてことは全然わからないし、もしかしたらめちゃ

くちゃになっちゃうかもしれませんし、この運営チームってのがものすご

い負担になって、もう有り得ないことになっちゃうかもしれないですし、

そこは我々も全然わかんないです、今回の学校に合ってるかどうかもおっ

しゃるように、わかんないです。ただ、何がしか、何か手を打ってみて走
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らせながらまた考えていくのはどうかなっていうことですね。 

委員長：あとすいません、補足なんですけども、一応先ほど、他校の参考にし

ましたっていう部分がね、何か大きく残っていて、真似事じゃないかと思

われがちかと思うんですが、重ねるやっぱりその話し合いの中で、やっぱ

りね、ずれるんですよね、私だけの言葉だったりとか、皆さんと違う、１

人だったりになる。それはなぜかというと、今、おっしゃってることはす

ごくわかっていて、現実、やっぱその役員決めって、もうこの時期になっ

てくるじゃないですか。そのやっぱり現実の話しないと伝わらないものっ

てあると思いますので。お伝えすると、やりたい人はすごくいるんです。

ただ、そのやりたいんだけど、けどのところで私たち運営は悩んできたん

ですね。やりたいけど何でやってくれないのってなると、１人だからとか、

その理由がですよ。それでも現に起きてることなので、その抱えてること

やっぱりお母さんたちって、何だろうね、知らないところ飛び込む、１人

で飛び込むほど、子供のためとはいえどもちょっとっていって引いちゃう。

だけど、もしかしたらこの方がいたら私できるけど、そこを例えばじゃん

けんで、これまではですよ、じゃんけんで決めた、１人は残った、私漏れ

ちゃった、止めますっていうパターンもありっていう、その細かいところ

から私は全部見てきて、実際にやりたい、わからないですよ、これだから

今回はね、これまではほぼほぼ強制っていうかね、なんてやってたからそ

ういうことなのもしれないけれどもね。でも何か子供のためにはやっぱり

先ほどからあがってる協力したいっていう、協力したいけど、だからこれ

は今度からもう任意なんだよっていう部分をうたって、だけど、できなけ

りゃ、組織入らないで違った面でボランティアね、何かでこうやったらい

いじゃないですかっていう、やっぱりそういった支え。その組織自体って

わかるんですけど、だから先ほどのその代表にしてもうちょっとあまり公

にはしたくないけど、１人じゃ代表はできないけど、２人だったら代表い
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けるかなっていうところでっていう、役割の分担ですね。やっぱり責任が

全部名前が出るだ、仕事が全部来るってなるとそうそうやっぱり１人で背

負うっていうのは、確かにやっぱりわかりますっていうところで、じゃあ

２人だったら、実際２人にしたら、やっぱ回るよね、まわしやすくなった

よね、ていう部分だったり、そういったこれまでの実際起きてることを組

み入れてっていう部分です。それでも首かしげる人は、あのね、しなけれ

ばいい話じゃないっていう選択肢が大きくここで取り出されるわけであっ

て、これまではそれはないんですよね。ううんって言いながら、何か PTA

抜けたい、実際にこれまでの PTA 抜けたいって問い合わせはきてます。な

ぜ、一応理由を聞くと、やっぱその役員ですよね、絶対やらなければいけ

ないからっていうのが大半の理由です。でも、一応やっぱ事情をね、ちょ

っとごめんなさい、ここでプライバシーの関係上、個人情報もありますの

で、具体的にお話しすることはできませんけども、実際にお名前をお聞き

し、状況を聞き、いろんな状況を考え、よろしいんじゃないですか。これ

も皆さんには見えてない。だからブラックなんでしょう。だからそういっ

たものをもうなくして、できる人ができる時にっていう組織の中で、香取

台小の場合には、進めていければいいんじゃないか。一番大きいのは、も

う任意ですよってやっぱり一番大きくうたうところで、今でもあるんです

よね。強制じゃないですよ、協力ですよって言っても、自分は協力しない

けど、すごいね、いろんなことを言ってきてね、言うだけ言ったら、何も

やってくれないじゃない、やってこなかったみたいなパターン、本当あっ

て、もう本当にそれでゴールデンウィークの時間がなくなったりとか、し

つこいよね、もうね、何回言ってんだろうね、だったらお互いにじゃあい

い関係で、子供たちのためにっていう部分でいけたらいいんじゃないのか、

難しいですよね。これまでの体制つくれば、何かやらせられた、じゃあ任

意と、これで、ここ皆さんでポジティブっていうかね、どういった取り組
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みでって言ったら、何かあるかな、難しいですよね。だから皆さんから案

を、ここなんですか、質問もわかるんですが、質問の後に、いや、私はこ

ういった案がありますっていうものをプラスしていただけたらなおさら、

お話が進んでいけるかなっていうところです。私も何度も思うんですよね、

このマイクを握るそちら側に行って質問攻撃の立場にだけなる立場だった

らどんなに質問いっぱいあるんだろうと、いうことを何度も思うことある

んですけど、実際やってると、もう本当にどう対応していいかわからない

現実が、切実な、もう本当に悩みを持たれてる方も実際いる。個別に、そ

うですよね、ご連絡全く面識のない名前だけで確認だけで、悩み相談室を

開いたりとかそれが実際の会長職であります。以上でございます。ていう

ところ。委員どうぞ。 

委員：今、お話伺ったりとか、私自身、役員をもう終えて、さらに、こういっ

た機会で皆さんとご一緒させていただいて、参加させていただいてるんで

すけれども、そうですね、その子供の PTA の役員をしていた時っていうの

は、やはり、それぞれ家庭の事情はあると思うんですけれど、うちの場合

はほとんど育児と家事がワンオペ状態だったので、それプラス PTA の活動

があって、なかなか平日の昼間の時間帯で動ける時間がないと学校とのや

りとりがうまくできないとか、いろいろあって結構大変な思いをしたんで

すね。やっぱりその活動の中でその PTA の活動の簡素化が何とかこうでき

ないもんなのかっていうのを考えながらやってはいたんですが、ただ自分

１人の考えではなかなかこう変えることができない大きな問題なので、い

つか機会があったら、こういう話をできたらいいなっていう思いもありま

した。今回この会に、準備委員会に参加させていただいたのも、仕事自体

は忙しいんですけれど、この夜の時間体であれば、自分の時間が取れるっ

ていうのがありまして、ピンポイントでこの時間だったら大丈夫だから、

他の方ができないんだったら、じゃあやりますっていう形で、手挙げさせ
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ていただいたんですけれど。このあげていただいた組織案で、やっぱり年

間をとおして、その委員としてやらなければならないっていうことが今ま

でありましたので、そこが自分としては大きな負担だなと思っておりまし

た。なので、その方々のいろんなご家庭の事情とか、あと仕事の繁忙期と

かそういったことを、ピンポイントで自分がここだったら出られる、この

イベントだったら自分の強みを活かせるみたいな、そういったことで、参

加できるっていうこの方式は、私にとってはとても魅力的に感じました。

PTA の業務改善といった意味で、考えを基にこのプラットフォームを示して

いただいたと思っているので、そうですね、とてもありがたいなと思いま

した。ホットな話題だと思うんですね。最近のニュースとかでも、PTA の現

状を取り上げることがあって、私もたまたま目にしたりしたんですけれど、

そうですね、例えばなんですけれど、今後こういったことをやっていく中

で、企業のその代行サービスであるとか、その民間委託みたいなところも

やってるようなことを、情報として得たんですけれど、例えばそういった

ことを利用しながら、過程の協力もありながら、少しずつこう変えていく

っていうんですかね。ていうのもいいのかしらと思ったりはするんですけ

れど、そこはいかがでしょうか。やっぱり保護者と学校だけでやらないと

いけないものですかね。何かこう、そういう手を借りるっていうのはいか

がでしょうか。 

委員長：ありがとうございます。その民間のね、あれを使うとかってのはやっ

ぱり、その私たちの話し合いの中でも出ましたよね。合ってますよね。私

だけじゃないよね。あと、すいません、出たんで実を言うと、うんだから

ここにやっぱり入れてこなかったっていうのは、やっぱりね、新しい開校

に向けてすべてが新しいものっていうものになると余計質問いっぱい、不

安いっぱい。徐々に、やっぱりその改正なりっていうのは、やっぱその都

度その都度っていうのは大事だから、徐々にいけるものであればそっちに
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まわしたほうがいいかなんて、それは言ってないです。今私が勝手にまと

めちゃってるだけで。そういっただから案が出まして、もちろんだから全

くゼロではない考えであるということを１つ、お答えいたします。はい。

それと本当に委員、経験していただいたからこそ貴重な本当に感想と、あ

りがとうございます、前向きなポジティブな、多分そういった方が多分ね、

入ってくださるんでしょうねって、もうそういうふうに、怖いですよ、そ

ういうふうにこうね、所々で目をつけられ、気づけばもう何故かこうね、

逃げられなくなったメンバーが何人いるんですけどね。いや、決してそう

いうことではない。ただ、すごくポジティブじゃないですかね、委員ね、

一時もうね、出られないんですというものをね、なんでそんな感じで考え

てたんですかなんてね、私に言われちゃったりしてね。でも、そういう人

だからこそ多分そういう人いっぱいいると思ってるんですね。うん、だっ

てね。親ですからねっていう部分なんです。で、やっぱりこれからその変

わってきた時にやっぱその PTA 組織なんていうとそのものにとらえるんだ

けど、実際日々やってることって本当に、お母さんたちが多くて、ここに

もうね、すてきなお父さんたちが準備委員会でご協力いただいてることが

本当に、素晴らしいなって思うんですけど、そういったやっぱりそのとこ

ろの方々の意見だったり考えだったりっていうそういったものでもっとも

っとこう盛り上がっていったらこう、女性の目、男性の目、今男女とか言

わないからね、あれなんですけど、いろんなそのね、世代だったりってい

う交えたもので、活発的に動ければ理想だと思うんです。でも私たちも最

初から、私なんてね、これ任命してくれる人もしかしたらね、ここにいる

ね、３人ぐらいしかいないんじゃないかななんて、もうそんな考えですか

ら、でも大丈夫です、PTA 組織は動きますから。それは多分経験したからこ

そ、だから、同時ではないです。別になくなってもそれこそ先ほど言った

ように、いいんじゃないですか。それが皆さん、保護者が出した答えであ
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れば、それが香取台小学校の保護者の意見なんでしょうからってなっちゃ

うわけですよね。でも、ここがそうなっちゃったら結局何もまとまらない

から、何とか皆さんでっていうもので考えている、立ち位置だって決して

完璧でもない、だからみんなでつくり上げようって言っても、やっぱいろ

んな意見をもらう。だけど先ほど言ったように、だから意見の後に、私は

こういう考えがって思うんですよねって、先ほどの委員がパーフェクトで

したよね。こうでしたって、こういったもの取り組みってどうなんでしょ

うかって、そういうものを求めてるんですけども、やっぱり長く PTA やっ

てると、いろんなお声をいただきます。いろんなお声をいただきながら声

いただいて終わり、こちらが切実に対応しても何の反応もない。何とそち

らに行きたいことか。それもまたね、いいと思います。ていうところなん

で、いつもね年度変わる時に、１年間やった役員の方が言うのはやってよ

かったです、ありがとうございました、満面な意味で言ってくれる、そう

いうことなんですね。実際やると、そうじゃない人もいると思いますよ。

でもそんなの 10 人全員ですかなんてそんなカウントしてる。これ本業じゃ

ないので、私も本業があるわけでこれもう本当ボランティアですからって

いう部分ですよね。だから、本当にありがとうございましたって言ってき

てくださる方の言葉しか返せません、でも苦痛でしたっていう言葉も年度

途中で起きますよ、私この先どうして動いていいかわからないです。それ

が現状の組織ですってこと。それが、それだからブラックなんで、じゃん

けんで決まった委員長をやはりこなさなければいけない。だけれどもみん

なにどう、どう配信したらいいんですかって、私文章作るんですよ。その

まま添付してください、はいって流すわけ。それをやってきてるわけ。そ

ういうのはどうでもいいでしょう。でも、だから代表は複数いた方がいい

っていうのはそういったところにもあります。それだけの負担もやっぱり

かかってくる。また明日、例えばじゃあ市費の会議ありますよって、皆さ
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んわかんないからっていうところでもう対応しなければいけないんであれ

ば、ちょっと私、保護者ね、対応してたから変わった代表言ってってなれ

ば、他の学校から見たら代表にしか違いないので。副って出るよりもやっ

ぱり代表っていう名目の方がっていう部分も、これやった人にしかわから

ないと思いますので、その辺にしておきますけれども。でもその終わる人

がやっぱ涙目でありがとうございました、よかったですって言ってバトン

タッチするときに、新しく年度始まる役員さんはもう何か、何かが始まる

かのような重い空気なんですよね。ただそこなんですよね。そこの難しさ

も考えての、じゃあどうしたらいいかっていう、これは組織案ですってい

う部分ですね。だから本当にね、できるときにできることっていうのは、

それをやっぱり PTAという部分でいけたら、だから、誰もがポジティブに、

でも、この人とだったら、別に代表やってもいいよっていう人がもしかし

たら、いるかもしれないっていうそのもしかしたらにかけなければ、PTA

はね、連合協議会から外れて香取台は行きましょうになるわけで、その高

山学園から香取だけが PTA 連合協議会入らないっていうスタート、それも

だからいいんじゃないですか、保護者が出した決断ならばと私は１人の保

護者として思います。からみんなで考えてもらいたいんです。これが何で

こうですか、もちろん考えたのは私たちですのでご質問は、もちろん、答

えていきますし、もうどんどん出していただきたいんだけど、その質問の

後に、私はこういう疑問があるのでこういった形だったら、ポジティブに

なると思われるんじゃないですかとか、そういった案を私たちはいただけ

たら、まだこの後のはい、少しずつ開校に向けての香取台の組織に近づけ

ていけるのかなと思うところなんですね。はい。 

副委員長：はい。すごいフォーカスした発言なると思うんですけど。島名小島

名十字路の立哨当番、何年か前に当番制にしましょうっていうところで、

ゴールデンウィークすごく困った方がたくさんいらっしゃった。けど、あ
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れが結構なんでしょう、なんだろうな、いい例かなと思ってて、あそこに

立ってみると、実際にどれだけ危ないのかとか、児童がこんなに増えてき

たっていうのが、学校からのお便りとか案内とかだと伝わらない現体験が

あると思うんですよね。だから、何かあの辺を上手くこう、これからの PTA、

新設の小学校のところに、当てられるとすごいなんかこう自分たちの必要

性、あり方みたいのが、うまく伝わってくれるといいなって思ってます、

ごめんなさい、感想になっちゃった。 

委員長：はい、お願いします。 

委員：はい。今皆様のお話をいっぱい聞かせていただいて、それぞれなるほど

なあと思いながら聞かせていただきました。私の方ちょっと４つお話させ

ていただきます。まず市内では、共同代表制をとっている学校がいくつか

ございます。その中で、例えば３人、共同代表制とってるところでは、や

っぱり校内、それから市 P 連の方、それから役員選考、次年度のですね、

というふうに３人でこう役割を分担したりとかっていうことで、やはり負

担軽減という意味と、先ほどもありましたけれども、この人とならば一緒

にっていうような考えでやるっていう方も実際にいるようです。一方で別

の意見がありました。すごく大事な考え方だなと思っていて、任意加入を

問う時代に入ってきてると思うんですね、PTAが。だからこそ、もしかした

らすごく入らない可能性もあるわけで、そのために PTA が魅力的なものに

なるにはどうしたらいいかっていう施策は継続して今後も考えていく必要

は僕はあると思っています。ただ、今のこの場っていうのはまだこれが最

終提案ではないわけで、これからみんなでこう考えていけると知恵を出し

合うといい問題なのかなっていうふうにも思っております。３つ目は、チ

ャレンジっていう言葉がさっきあったんですけれども、実は私、島名小の

先生方に、香取台小学校どんな学校にしたいですかっていうアンケートを

実はとっておりまして、先生方の考えもちょっと今、聞いております。そ
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の中でやっぱり一番多かったのは実はチャレンジっていう言葉、キーワー

ドがありました。やっぱり先生方も、新しい学校を作るんだから、いろん

なことにチャレンジしてみたいっていう気持ちあるんだなって思ったんで

すね。なので、やっぱりこう、新しい学校だからできることっていうのが、

香取台の強みなのかなって思っていて、そこは大事にしたいかなっていう

気持ちもあります。最後４点目なんですが、９月にプールを実施いたしま

した。実はあの時にプールボランティアの方募集しましてプロジェクトチ

ームみたいな感じですかね。最終的には延べ人数で 80 人ぐらいの方が参加

をしてくださいました。本当にありがたいなって思いながらおりました。

やっぱりこの地区の方々って、きっとそういうみんなのためにって思って、

動いてくれる方いっぱいいるんじゃないかなって思っていて、だからその

方の思いをどうやってこう拾っていけるのかっていうその枠組みづくりっ

ていうのが、今話してる組織づくりなのかなっていうふうに思っておりま

して。話まとまりませんが、いろんな方々の意見を吸い上げながら、最終

的には香取台小学校の子供たちのためにっていう最終目標のところだけ

は、みんなで共通理解を図りながら進めていければいいのかなというふう

に考えております。はい。 

委員長：はい。貴重なご意見ありがとうございます。はい、委員どうぞ。 

委員：この委員とかを決めるときにまたお手紙とかもしかしたらくるのかなあ

とか、挙手制でのお手紙とか来るのかなと思うんですけれども、そのとき

に、私はこれやりたいとかじゃなくて、何か友達同士で立候補してくださ

いとかってなるといいのかなと思います。決める時やっぱり本部員とか全

然決まらないんですけれども、私この委員やるからあなたこれやってよと

かって言って、結構友達同士でやると結構すんすんトントントンと決まっ

て、すっと決まったものがありまして、友達の友達とかで結構やっぱり横

の繋がりとかもあって、結局１年間楽しかったという意見が多くありまし
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たのでちょっと友達同士で立候補とかをやれればいいのかなと思います。

あと参考までにお聞きしたいんですけど、今島名小で PTA に入ってない家

庭ってどのくらいあるんでしょうか。 

委員：幸いなことに、全員加入していただいております。ただインターナショ

ナルのお子さんは児童数に入っておりますが、その方々は、はい、入って

おりません。 

委員：ありがとうございます。すいません、プールボランティアの話あったと

思うんですけれども、私もプールボランティアやりました。それなぜやり

たかったかというと、何か子供たちの姿が最近コロナで全然目にすること

がないので、ちょっとでも、ちらっとでも見れたらいいなとか、そういう

こととか、あと立哨当番は、それも何か普段の登校の姿とか朝玄関で送り

出してどんな感じで行ってるのかわからないので、年に数回の形ですけれ

ども、楽しみに自分は行ってます。負担になる子とか、下にちっちゃいお

子さんとかいたら、見る人がいないとかあると思うんですけれども。結構

挙手制はそういう意味でも、いいのかなと。ただ委員はやだけど、会には

関わりたいとかっていう人がすごくいるのかなと思います。 

委員長：はい、ありがとうございました。いくつかの委員から上がりました。

具体的なものもありましたけれども、例えば、ボランティアだったとして

も、ボランティアも友達同士、どの日どうですかっていうもので組織は作

ってないと思うんですよね。だから多分横で繋がり、一緒にやろうという

と繋がりがあるわけですから、話は毎日のようにしてるんでしょうから、

今年度もしくは今回来たけど一緒にやらないっていうのはおのずと出てく

ると思うので、あえてその項目を入れるかどうかはまた要件等になってい

くのかなと思います。それを入れることによってっていうそちらも考えて

いかなければいけないっていう部分と、それを入れることによってその年

度集中しちゃっても次の日はまたっていう部分だってあるだろうしってい
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う全体をやっぱり考えなければいけないので、それはもうちょっとよう検

討案として、参考に入れさせていけたらいいのかなっていうのが、１つ。

あと先ほどね、プールボランティアということで、理由っていうことで言

っていただいたと思いますが、多分保護者ってそういうことだと思うんで

すよね。だって子供のためだから、子供に関わるから姿を見て、本当にス

トレートだと思うんだ。それでできる時にっていうのが、これから、これ

までも、ここ２年は随分ね、私の方でいいんだよ、いいんだよって勝手な

判断のもと、本部委員会すら実施しない、理事委員会だけみたいなねとか、

そうすると本当にいいんですか、逆にいいんですか。大丈夫、学校が何と

かしてるからね、そういうですね。残業いっぱいね、働き方改革にいかに

加わっちゃったからとかっていう。でも、それでもまわせてる学校ってす

ごいと思っていて。だから思うんです。テレビで見た取り上げられてる新

聞に載ったっていう、一方そういった深刻なところもある中で、いいんだ

よ、いいんだよってつぶやく人がいるわけですよ。そうするといいんです

かって、こんなんでいいんですか。本当によかったらそれいいよねってい

う。結局その年度は担当だけれど、いいんだよ。できる時でその年度の中

でも選択肢をここ２年ぐらい置いてあげて。でもそんなのね PTA の皆さん

に聞いたところで反対もでるので、もうすべてをっていう、動かせていた

だいている私のもと、多分学校側もわかってないと思うんですね委員長さ

んがいつ来てないとか、わかってないと思うので、そのくらいがちょうど

いいんじゃないかなっていう、その遊び部分を持たせてあげないと本当に

詰まるので、本当に詰まりますから。ていう部分なんですそれらを考えた

部分なので、何度も言ったり、完璧なっちゅうものはありませんし、毎年

何のために総会を行うかっていう、もちろん改正、後ろ見てもらえればわ

かる通り改正本当に行うんですよね。その時その時違うし、ここで今作っ

たものが 10年後、成立するなと思っちゃいませんし、っていう部分をもっ
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て、この令和５年度４月スタートするにあたりっていう部分でしか、私た

ちは生きてませんので、そこに置いてどうかなっていう部分なんですね。

ここまで考えていただいてる皆さんだから、楽しみだな。任意で上がって

くるんだろうななんて思ったりね、何て言いながら、すごいね、今、委員

が過敏になっちゃって、私の方からどんどん見るようになりましたけど、

そんな感じだと思うんですよねえ。だから本当難しいだから、本当に私言

われましたね、学校側がね。結構言われてますよ交通網番長ですから、や

っぱこう通っちゃいけないところを車ね、走らせてた人がいるんですよね。

あそこ何とか抑えちゃうとっていうと、抑えたら抑えたでまたそういう人

は違うところで逆に危ないから、こんなかちかち駄目よ、と言われた矢先

に駄目だよってね、言われちゃったりで、それでもいろいろこう安全のた

めに考えてくれるっていう、イタチごっこですって言って疲れ果てた姿と

かあるんですね。それが実際の活動なんですよね。それが楽しいか、楽し

いわけがないじゃないですか。だからポジティブなんてのは無理だけど、

与えた環境の中で、子供たちもそうだと思うんですよね、いかに自分で考

えを変えて楽しめるか取り組めるかで、全然結果は変わってくるってって

いうところで、保護者がやっぱそこでつまずいてては、なかなかサポート

難しいとは思います。だからあんまり、やっぱりこれまで会長１人でやっ

てきて、もうやっぱり会長１人きついんじゃないっていう今までの経験し

た人からだったりとか、その地域の関わりで顔出しだったり今いろんなと

ころでの部分での考えた、やっぱ複数いた方がいいんじゃないかっていう

ところで置かせていただいた部分とっていうところもやっぱりあります。

経験したからこそから見えてくるものっていうところもあるんですけど。

それでも進めなければいけません。進行進めていきますね。何か変な。席

は外せないのが委員長なんです。そういうことなんです。もしここにもう

１人委員長いたら預けて出て行くんだけど。１人だからこそ逃げられない、
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これがじゃあ副、この後じゃあ私いいですか、福２人に任せますよ、多分

止まってるよ。そんな感じだから。だから、同じ立ち位置じゃないと回ん

ないってのはこういうこと。虫を食べたと思われる、その状況のまま進め

ます。進めますね。それでですけど、今日実際はその先ほど委員からもあ

ります、もやもやしてきてるんですよね、保護者がもうこの時期。実は学

年委員長さんからも具体的には言えないですど、何人かからはいただいて

ます。次回の役員選出しなくていいですかって、この人どうやってそれし

ようとしてんだろうと思っちゃったりして、そのまま帰ったんですけどね。

つまりそういうことなんだと。だから地区理事も、もう責任という意味で、

だから責任感本当ある方々が多いってことをまず１つ言いたいってこと。

やっぱり決まってないから、あと大きく変わるから、急いで決めたところ

でっていうところで、発信するものはございませんっていうところにある

んですけど。ただ、そろそろ、そう言っても進めていかなければいけない

のが登下校班なんです。登下校班がどうかによって、これまでは地区理事

だったんですが地区委員とか、ちょっと呼び名も今度から変えていきます。

ちょっと理事役員との混乱で本部役員会って地区理事はいるんですかの問

い合わせとかも多いのが現状なので呼び名ってやっぱり結構大切で、その

地区の方の代表者、地区代表でもいいですしね。それがもう１名当たって

いただく形になると思うけど２名までは必要ないのかなとか、部分が変わ

ってくると思うんですね、その登下校班についてっていうところで、１つ

ちょっとあれなんですけども、香取台小学校って、やっぱりその住宅に合

わせて立つ学校ということで地域が非常に狭まられるということがまず１

つあることと、だからといって安全とか安心っていってるわけじゃないで

すよ。違いますかね。ていうのがまず１つ特徴としてあること。もう１つ

は、今の島名小って距離が遠いですから、だから登下校班作って団体でい

くことによって、不審者だったりこう守られるものが、今度はその距離が
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短いことによってどこかしら、何かしらこうみんなでこうね。集中すると

ころがあってっていう部分の地域ですよっていうそこもやっぱ大きく変わ

ってます。私は茨城ですけども、仕事で、隣の県行ったりしてると新しく

やっぱりできて、TX 線上で、やっぱり住みやすいランキングとかで流山と

か出ますけどやっぱり聞きますと登下校班はほぼない状態です。やっぱり

プライバシーの難しい関係と、えっと思った理由もあって、登下校班で例

えば今日使わないっていう時に理由をね、どうだから送りますっていう。

まずそれも登下校班の人に言いたくない。なければ、それを伝えないで学

校にいるという、そういうのがありますので、そういったこと、登下校は

どうするかを考えていただくちょっと、時間で休憩入らせてください、虫

食べてしまって。大変失礼いたしました。休憩を取らせていただきまして

ありがとうございます。はい、ではここから切り換えて。はい、進めさせ

ていただきます。大変申しわけございません。私、なんかいいなと思った

のは、一瞬の間にのど飴が置かれてたり、この優しさ、これこそがやっぱ

PTA の仲間かな、なんてね、こういったことかな。というところで、はいじ

ゃあすいません。大変失礼いたしました。議事に戻りますけども、その登

下校班なんですというところで、一応これ保護者としてもね、やっぱり意

見はね、分かれるところはもちろんあるし、置かれてる環境だったりある

ので、一応何か学校側としてのやっぱり登下校班で、大変ちょっと申し訳

ないんだけれども、この登下校班も先ほどの PTA じゃないんですけど、細

かいところで、私はなくてもいいかなって、香取台地区で多分一番遠くな

るうちなんですけど。島名小さんまっすぐ行くのと距離変わんないねって

言われちゃって、気のせいですよなんて言ったら、気のせいになっちゃっ

て、素直だよねっていう感じで通っていくわけなんですけどね。正直私は

そんなね、全然置かれた状況で、そうです、生きていくのがあなたですっ

ていうのが、教育の方針なのであんまりどちらでも動じないんですけどね。
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ただ、なぜどちらかといったらっていうことで、どっち、まあまああった

方がほらね、やっぱりいいのかなとは思いながらも、いろんなことを知っ

ちゃってる面、なくした方がってなっちゃうのは、実はやっぱり先ほど資

料にもありましたようにですよね。働き方改革なんてどこにもなかったで

したっけ。先生たちの何とかって。ありますよね。そこなんですけど、あ

れ地区理事から名簿を提出、本当に細かい話でごめんなさいね、でも細か

い話わからないとイメージつかないと思うんでお話しますけれど、提出そ

れぞれされるじゃないですか。そのされたものをそのまま先生方使ってる

んじゃないんですよね。子供たちのいない時間を使って、どの先生が、新

しく来た新任の先生からすべて、わかんない、確認取ってないからなんと

もいえないんだけど、誰が見ても、いつ見てもわかる通り、統一フォーマ

ットに置き換えているんですよ。だから本当あれなんですけど、やっぱり

手書きであがってくる地区も正直あるいます。OK してますからね。それも

全部置き換えて入力作業を、という部分をやっていただいてるんですね。

それだけだったら、仕事だろうって言っちゃえばいいかなんてね、なっち

ゃったりするけど、そうじゃないね、その資料いかして、下校のときに、

例えば子供たちを全員班そろってるかな、そろってるかな、そろったね、

じゃあ出発しようでやってくれてるんだけど、早退しました、例えばです

よ、下りてこないんですよね。その名簿で一生懸命先生追ってもいないわ

けです。その登下校班１人抜かし全員集まってるんだけど、こないわけで

すよ。どうしたんだろうね、朝はいましたよ、聞いてもらって、何か帰っ

たみたいだよ。じゃあ出発しましょうっていうその先生の時間のロス、そ

の待ってる時間があったら、他のどれだけのお仕事に回せるものかとか、

１つ１つ負担、後は登下校班で、保護者分かんないだけなんですよ、先ほ

ども言ったように、プールサイドまで見に行って、子供の様子見に行かな

いと、それわからないっていうのと一緒で、登校中にやっぱりね、けんか
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してる子もいる、仲間外れになっちゃってる子も、やっぱり自分の家に居

たくないね、悲しい思いしてるもんねっていうところにおいて、耳に入っ

た時にやっぱり保護者は冷静でいられないんですよね。そうするとどこに

いくか、学校にいっちゃうね。でも先生って、時々考えるんですよ。何で

もない、占い師でもね、相談役でもね、子供たちの教育現場ってなったと

きに、先生何とか知ってるんですか、まず学校はみたいなわかんないと聞

いてないから、勝手なイメージ。そう勝手なイメージ進めちゃうね。その

先生たちが何とか対応してくださる。やっぱり子供たちのためで子供たち

呼ぶ、子供たち一生懸命だよね、やべえ、怒られる、隠すね、そうすると

親に言ってることと先生に言うことと説明がもうハチャメチャ、子供の世

界っていいね。それが子供だからそこですよ。それの対応を業間休みです

かね。昼休みですかね、確認取ってないとわかりません。どこかで対応し

てくださってるじゃその時間。その子たち以外にも子供たちいっぱいいる。

実際でも、それでも言う人いるでしょう。仕事でしょ。でも私は言えない

ですよ。仕事じゃないと思うから。思いますっていうところ。ご存知です

よね、この間、香取台公園前の危ない事故、私のところも他方から入りま

した、学校にも入ったと、私はまず学校に聞いちゃいました。何のために

学校に連絡するんですかと。うちはここで言うことがあるかもしれないん

ですけど、よく不審者情報も多いじゃないですか、学校から流れる特定も

されてない不審者、もしかしたらあれ私の服装不審者だなんておっしゃっ

たりしてね、うちの子にはね、結構その番号ついてるものに関しては番号

覚えて母に言ってこいと、それじゃないと、危ない車だろうが不審者だろ

うが認めないということを言ってるんです。だからボールペンを必ずポケ

ットに入れてるんですね、転ぶんじゃないよ、刺さったら危ないからって

いうね、そういうの指導のもとでこの間の香取台公園前の危ない事件は、

特定すると注意勧告してくださいます。それを知ってるかどうかなんです
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ね。それが守るってことなんですよ。危ないことありました。入ってきま

したね、子供たちにびっくりしたのは気をつけるように指示してください。

私びっくりして言えなかったです。なぜかというと子供たちはもう一番気

をつけてるから。わかりますか。それ以上、親は気をつけろ、気をつけろ、

言うならば付き添って歩けよと私は言いたかったですねっていうところな

んですよっていう部分だから。間違いないほうがいいと思います。親が思

ってる以上に子供たちは気をつけてるし、学校からの指導、各家庭からの

声掛けで子供たちが一番危ないのわかってるんですよ。でも何か起きちゃ

うことが事故だから、その起きた時の対応方法をどこまで考えているか、

それが安全を守ることだと思うんですねっていう部分なんです。だから気

をつけろ、気をつけろだけじゃ子供たちはわかんないし十分気をつけてま

すよ、車が来れば逃げるし、信号だけに頼るんじゃないって言われてちゃ

んと右左見てますよ、誰よりも大人以上に、ちゃんとやってます。それ以

上の子供たちに私は気をつけろとは言えません。であれば、何か起きたと

きはもうそれを受け入れるしかないんだろうと。受入れるときに、どう対

応していくか、もう次に切り替えることが大事なんだよ、これが私はね、

教えだと思ってるんですよね。だから、番号ついてるものは全部ナンバー

控えるようにっていうことで、学校の方にも、もう気をつけろの指導はい

いんじゃないですかと、その時に一言、ちょっとナンバーね、覚えておけ

ればいいかななんていうことも指導の１つに入れてもらえればと思うんで

すけどもねっていうところなんです。だから、この登下校班もそうなんで

すけど、私たちが思う安全と、子供たちが思う安全ってほんと違うんじゃ

ないかなっていう部分と、でも大人の目だから守れるものは守っていこう

というのはもちろん責任としてありますけれど、何かもうちょっと柔軟に

考えてあげた方が子供たちはもしかしたら登下校班入ることによって苦し

んでる人もいるんじゃないかなっていう部分もありますよって、ごめんな



 

48 
 

さい学校側の考えってなんでこんなしゃべってんだろうっていうところに

今気づいて、登下校班あった方がいいかないかという部分で、お考え、お

話いただけるところでいいんですけども。よろしいでしょうか。大丈夫で

しょうか。 

委員：はい。学校の方でも、少しどうしたもんかなということで、話し合いを

して参りましたので、その内容をお伝えしたいと思います。皆さんはやは

りあった方がいいと思うんでしょうか。それともなくても大丈夫かなって

思うんでしょうかね。なんかね、まだどちらでもっていうお考えもあるか

もしれませんが、何か学校から先に言ってしまっていいものかどうか。ち

なみに、登校班あった方がいいなって思う方いらっしゃいますか。４人く

らいですね、なくても大丈夫なんじゃないのかなって思う方。なるほどね。

はい。わかりました。 

委員：はい。学校の方でもいろいろ話をいたしました。学校では基本的になく

てもいいかなというふうに思っております。ただ、この４月から新しい学

校に、新しい通学路で通ってくる子供たちのことを考えると、最初のうち

はちょっとあってもいいかなというふうに考えています。段階的にこう慣

らしていって、徐々にこうなくすような形でもいいのかなというふうにち

ょっと思っております。特に下校班に、登校班もそうですけど、今あるも

のが基準にっていうか基本にできると思うので、班編成はさほど難しいこ

とではないかなというふうに思っていることと、特に新１年生ですね、に

関しては、やはり４月、５月、やはりちょっと心配な部分もあるかなって

いうところで、その辺りは段階的にっていうのはどうかなというふうに考

えております。はい。以上です。 

委員長：はい。ありがとうございましたお考えを学校側のということのようで

すので、そちらを受けて何か、はい。これもね、やっぱり保護者でね、や

っぱり作りますか、作りませんかが理想なのかねっていうところをやって
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ると、多分ね。４月になってみないとその状況によって分かれるわけです

からね。うん。お願いします。 

委員：まず、今日結論を出そうとしてるんですか。 

委員長：しておりません。 

委員：委員長にはすでに私の意見は言っておりますが、皆さんには言ってない

ので、言うと、私にとって一番重要なのは子供の安全で、それに対して今

天秤にかかってるのはいろんな作業であるとか、或いは子供が登下校班も

なかなかメンバーによっては難しい問題もあるし、この子とは嫌だとかい

ろんなのがあるので、そういった人間のメンタルなところの問題はあるに

しても、いくら香取台小学校が近いからといって登下校班の安全に関する

メリットって私は２つあると思ってて、１つはドライバーの立場から見た

ときに、朝の時間っていうのは、なるべく私は車で通勤しないように避け

てるんですけど、それは、いたるところに子供がいるから。それがまだ使

われているのは登下校班で、ある程度塊になってるからであって、あれが、

登下校班がなくなると道の両側に子供がいたりバラバラと至るところにい

たりするのは、ドライバーから見たときに危ない、逆にそれは事故の原因

になりやすい、ドライバーの人も気をつけて運転する、される方もたくさ

んいると思いますが、そうじゃない人も明らかにいるので、子供がいるに

も関わらずすごいスピードで、別に幹線道路じゃないところを突っ走って

いく人もいるので、そういう人たちがいる時にバラバラと子供がいるとよ

りリスクとしては高まるかなというのが第１。２つ目のポイントは、朝は

あんまりないかもしれないですけど、帰りとか、子供がバラバラと１人で

行った時に、不審者に狙われやすくなる、集団でいれば不審者も躊躇する

でしょうけど、１人でいたらより狙われやすくなるというリスクが増える

ので、極力、集団の方が子供の安全は高まるのかなと思います。それが、

私はと登下校班を支持する理由です。 
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委員長：はい、ありがとうございます。ほかの方で何かこの登下校班。はい、

どうぞ。 

委員：香取台地区の子は近いから、なくてもいいのかなとは感じるんですけど、

諏訪地区とかはちょっと遠いのであった方が。何か地区で分けるのはどう

なのかなと思いますし、あと１，２年生はやっぱりちょっと、１人とかは、

兄弟いる方は兄弟でいいと思うんですけど。なので、どっちとも言えない

んですけれども、ちょっと諏訪地区とか遠いのであったほうがいいのかな。

香取台地区が近いし、いちいち集合してるんだったらもうぱっと行っちゃ

ったほうが早いしなっていうのもあります。もちろん安全性とかもあると

思うんですけど。はい。以上です。 

委員長：はい、委員お願いします。 

委員：はい。まず朝について、私も結構さっきおっしゃったのも確かにそうだ

なと思って、ドライバーが、固まっていたらっていうのが１つと、ここ３

年の間に、１件私が聞いているのが、１年生が途中で登校やだって、うず

くまっちゃった。でも、登校班の他の子は行かせて、班長さんだけが残っ

て、先生に伝えたよっていうのが実際に１件私が聞いてるので、２年前ぐ

らいかな、あります。１年生でいかないっていう子がいるか、いないかっ

てのはまた別の話だと思いますけど、少なくても、朝に関しては、みんな

で行く。もうその登校班を作るのが難しいのは、私も地区理事やったので、

すごくよくわかっていますが。ちょっとそこは、考えたほうがいいのかな

と思います。あと帰りについてなんですけど、さっきおっしゃったみたい

に段階的になくしてくっていうのも１つですし、確か牛久の方とかは、学

年下校っていう制度をとってらっしゃって、１年生だけで、１年生みんな

固まって帰ろうねだったり、そういう登校班としてじゃなくて、そういう

のも１つの手なのかなとは思います。以上です。 

委員長：はい、ありがとうございます。難しいですよね。班長さんがね、１年
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生、２年生においていかれちゃったなんていう話も聞きますしね。班長さ

んが１年生においてかれちゃうんですって。元気いっぱいでもね、体力あ

るし、走っちゃうでしょうね。それも現状だってことも、入れなければい

けないということですよね。確かにあります、いろんなことを取り上げた

らだから、だから、作りますか、作りませんかできないのはそういうこと

なんです１件１件聞いたら本当にそれぞれそういったことになっちゃうの

で、どこにっていう部分ね。はい。 

委員：ちょっと先生方にお伺いしたいんですけれども、私の知ってるところで

市内でも登下校班を編成せずに、通学させている学校が何校かあるかと思

うんですが、そういったところで、何か問題が起きているのかとか何かメ

リット、デメリットわかるようでしたら教えていただきたいんですけれど

も。 

委員：はい。確かに市内でも、私の知ってる限りで２つほど、小学校で登校班

作っていない学校あるかと認識をしております。実はその学校にもちょっ

と連絡をして、どんなふうに帰ってるのってちょっと聞いてみたことがあ

りまして、やはり４月は登校班下校班みたいなのをちょっと簡易的に作っ

て、ちょっと慣らしじゃないですけど、そんなふうにやっている。５月の

ゴールデンウィーク明けあたりから、もう自由に登下校をやるというよう

なスタイルをとってるっていうことでした。それについてメリットデメリ

ットっていう話までは聞かなかったんですけれども、やはり登校班下校班

を編成しないという、その業務の軽量化っていうのは、少なからずあるん

じゃないのかなと思います。それは学校によって、学校側が作っている地

区もあるし、保護者の方々にお願いしている地区もありますし、そこはい

ろいろなんですけれども、そこの負担の部分っていうのはあるのかなって

いう気はしております。はい。以上です。 

委員長：はい。ありがとうございました。委員いかがですか、回答受けて、は
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い。 

委員：何ですかね。作業的なところの簡素化が図れてるっていうのはわかった

んですけれど、子供の安全とかに関して、何か問題があったとか、そうい

った話っていうのは聞いてはいらっしゃらないですか。 

委員：はい。特にそのデメリットというかというのも聞いてはいないです。た

だ、共通しているのは、学区が狭いことは、共通してるのかなっていう認

識は、あります。はい。 

委員：普通、下校班とか登校班がないときって、通学路とかは決まってるんで

すか。 

委員：はい。通学路は、やっぱり毎日同じところを通って、同じところを通っ

て帰るっていうのは、やっぱりここが基本だというふうに思います。 

委員：あと、すいませんもう１個聞きたいんですけど、班が集まらないとか、

下校のときに集まらないとか、何かトラブルって結構ありますか。日常茶

飯事ですか。 

委員：正直に申し上げたいと思います。ほぼ毎日、何かしらあります。やはり

緊急で早退ですとか、或いは来てないんだけれども、欠席の連絡がなかな

かちょっと入らないとか、いう場合の対処等もありますし、急にお迎えっ

ていう連絡が実は下校５分前に電話がかかってきて、すいません、今から

お迎え行きますので子供に伝えてくださいっていうような連絡が入り、慌

てて教室に連絡を取ると、もう子供たちは外に出てしまっている後で、こ

れはどうしたことかというふうな時も、正直ございます。 

委員長：どうぞ。 

委員：班長なんですけど、やっぱり朝必ず、今日は誰々ちゃんと誰々ちゃんと

誰々ちゃんは歩いて帰らないからねとか、歩いて帰るから連れて帰ってき

てよとか、もうそれ朝必ず言わないと、下校班で帰る時に、やっぱり遅く

なっちゃったとか、来なかったとか、そういうトラブルが必ず発生するみ
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たいなんですね。なのでやっぱり、班長さんもちょっと責任重大じゃない

ですけど、なかなか大変なところはあったりします。以上です。 

委員長：はい、ありがとうございます。やっぱり今これ考えてるのやっぱり子

供たちのためっていうのはすべて結局そこにある中で、先ほどの委員じゃ

ないんですけど、今、班長さんっていう言葉が出たのでね、付け加えさせ

てもらうと、ごめんなさいね、学校の先生方を前に、班長さんのプレッシ

ャーなんですよ。私は、やっぱり子供たちのためであれば、子供たち、も

ちろんわかります、ものから守る安全、でも、瞬時に起きちゃうのもやっ

ぱり事故であって、逃げ切れないのもあるわけでそのときに、人数が集ま

ってたからっていうパターンだったりいろんなことを踏まえた中でです

よ、ごめんなさいね地区児童会の中での先生たちのですよ、班長さんだか

らとかね、班長さんはねとかね、班長さんはってなることによってですよ、

そのプレッシャーで班長もうやりたくないから、登下校は抜けたいってい

う実は学校に上がってない相談を受けたこともございます。どうやってた

どってきたんでしょう、面識のない私のメールアドレスっていうところも

会長職の仕事になっちゃうよってことも、でもそんなの全然まだ軽い方で

す。大丈夫です。生きてますからっていう部分でいろいろあるんですよ本

当にあるんですよ。本当にあるの、やんないとわかんない、やってもわか

んない人もいる。やっぱり人としてあがってくるかどうかっていうのも相

手も見ますから。もう一匹狼で生きようという人はいつ言っても誰にも拡

散されないであろうってなっちゃうと言ってくるんでしょうね、嬉しいね。

でも切実なんですよ。その方って子供たちのためって子供が悩んでるんで

すから、成長期の５年生６年生がプレッシャーにですよ。それね、ひかな

ければいいよね、将来の人生にって思うところとかだから。一概になくし

た方がいいの方に、私はその気持ちを置いてるのはそういったそのすべて

安全面ってほんといろんな方法があるんだけれども、そうですね、方法は
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いくらでもあるじゃないですか。１人が嫌だったら自由だっていうんだか

ら、ここまでは、絶対１人で帰ってこないと友達と、自由なんだから大丈

夫やってもいいんだからこう一緒にできない、でもあなたのルートここだ

から、ここで見つけて誰かみたいなね。とかね、学校からやっぱり離れて、

さようなら出た時にまだ先生が見てくれてるって思われてる保護者の考え

も回避していきたいってのも正直あるんです。この間に学校の外ってやっ

ぱり本当にいろんな地区では保護者がね、代わりばんこで、そのね、子供

たちを迎えに行ってるっていうのが本当にありますので、その日だけは半

休取ってきてって、本当にそれが子供たちのためだと思うんですよね。本

当にその１日が作れないのかなあなんて思ったりね、今日立哨当番なんで

行けないんですよって、でもその日、私５万円上げるって言ったら行くっ

ていうんですよ。そういうことですよね、時間で作れるってことでしょっ

て言ったら黙っちゃってね。はめられちゃったわけだけど、つまり私から

したらそういうことなんですよ、おいしい話には時間作るでしょっていう

ことで、誰かに何かを頼ってては、子供たちのためなんて言ってんじゃな

いよってことですよね。ていうことですから、子供たちのためっていう言

葉を使うんであれば、体動かし、時間を作りっていうのは、やっぱりしな

ければいけないっていう、負担かかってる人こそ負担って言わないからね

っていうのが、世の中なのかなって思うのも１つあるし、っていうのがね、

何かちょっとこれ以上言うともう時間的に嫌みったらしくなってくるの

で、そろそろマイクも置こうかなと思うところなんですけれども。だから

その登下校班って本当難しい事案なんです。本当に考えて、双方からいろ

んなことを考えて一方方向ではなくて、作るか作らないか、でも作らなけ

れば選択肢はあるわけですよね、さっきの集団で帰るっていうのだって自

分たちでつくれるわけですから、そうするとまたしゃべっちゃって危ない

んじゃないかって今のがよっぽど危ないですよ。私何度か見かけますけど、
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運動会の延長ですよね。帰りあそこみんな走っちゃってやばいです。朝だ

ってね、付き添って歩いてるとね、時々抜き打ちで、班長さんと違うって

いうんですよ、じゃあどこですかって言うと、ちょっとわかんないって言

うんですよ。つまり、友達見つけてずれてって、登校班なんて守られてな

いです、現状。今だって最初だけですよ、行ってきますって言って、お母

さんたちが見送って歩いてたら見えなくなった瞬間、わーですから、ある

って本当に。何かあったんですか。しかも私なんて、いつもありがとうご

ざいますって言われちゃうと、いつもじゃないでしょなんてね。お父さん

の名前誰だいって、悔しいから聞かなかったっていうところがあったりと

か、実際それが現状なんです。形だけの、さっきの、だから PTA の組織と

いうね、一緒だったり、目的が何なのかなんですよね。本当に子供たちっ

て守られていない登校班って活かされてるんでしょうかね。笑っちゃうと

ころなんです。現実知ってるから。だけど安全に今何とか帰ってきてるっ

ていう、朝も本当、朝ですら、守られてないですかね。私に捕まっちゃっ

て。はい。本当にもうちょっと深刻になってきたので、そろそろここで決

め事ではないので、委員。はい。 

委員：はい。委員長が言われた点の中で１点だけ。確かに、登校班の中で、上

級生が班長としての責任なりが苦しいっていう子はいると思うんですけ

ど、ただそれが一概にいけないかっていうと、子供が成長していくプロセ

スの中で高学年になってった時にそれなりの責任を負ってそれを果たすっ

ていうのは、大人になっていくプロセスの１段階であって、ある程度それ

を経験させた方がむしろそのプレッシャーがあるにしても、そのストレス

をやわらかいものであれば経験させる方が子供たちのロングタームではた

めになると思います。一概に子供が、嫌なこと全部やめてしまったら多分

子供たちの成長の機会はどんどん失われてしまって、ただ、もちろんその

責任を負えない、耐えられないっていう子供もときにはいるので、そうい
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う子たちに対しては他の人を班長に据えるなり何なりっていうことをした

方がいいかもしれませんけど。一概に子供が辛いからといって、楽にして

あげることは本当に子供たちのためかなというのは、疑問に思います。 

委員長：ありがとうございます。私も委員と同じ考えはあるんですけれども、

先ほど言ったのはやっぱり悩みを受けてる、実際、ご家庭での事例であり、

親がやっぱそういう考えである、ご自宅は意外と乗り越えてるんですよね、

やっぱりその、そのプレッシャーも成長の１つよ、でもやっぱりそうでな

い方もいるっていう部分も考えなければいけないっていう部分もあったり

っていう部分で、多分その辺がもう学校が今すごく平等で教育するにあた

って指導いただくにあたって難しいところだと思うんですよね。やっぱり

同じ言葉をかけてもへっちゃらな子もいれば、次の日学校休んちゃう子も

いるっていうのは実際に担任の先生からも聞いてます。そんなに強く言っ

たわけじゃないのになって悩むわけですよね。うん。だから時代がやっぱ

り昔だったら私も本当に委員と同じで、時代じゃない。やっぱりどちらか

というとそういう考えなので。全然問題はないんですが。だから反対とか

ではないんです。ただ、やっぱりいろんな時代じゃないですか。厳しいだ

けじゃない。どれが学びなのって私なんかも正直申し訳ないけど思うこと

いっぱいありますよ。これが学びなのか今の時代だとかね、そんなんじゃ、

強くならないんじゃないなと思うこといっぱいあるんですよ。でもそれが

教育なんですよねっていうところにいる子供たちにとって、辛い人は本当

につらいっていう部分もありますよというその事例を先ほどお伝えしたの

で、良いとか悪いとかではなくて、やっぱりそうそういったところも組み

入れていかなければいけないっていう部分で、お話させていただいたとい

うところであります。はい。 

副委員長：うまく伝えられるかどうかわかんないんですけど。自助公助共助っ

ていう言葉があるように、自分の身は自分で守るっていうことをうまく伝
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えられると、班編成をしなくても、近くの上級が下級を見るとか、下級で

あっても、班編成にいるから大丈夫っていう安心感ではなくて、どんなに

小さくても自分の身は自分で守る、さっき言われたように、一番子供が危

険だっていうの分かってるのかなっていうのをもうちょっと芽生えさせる

っていうのも１つ案かなという提案です。以上です。 

委員長：ありがとうございました。そろそろね、時間も 21 時を回りましたもの

で、このまま多分行くと、決めますってことではないので、多分このまま

エンドレスになってきますから、そろそろね、ちょっと時間の方も気にし

ながらいきたいなというところです。委員、はい、どうぞ。 

委員：すいません、ちょっと質問なんですけれど、この PTA のこともしかり、

登校班にしてもしかりなんですけれど、今日決めないということであると、

いつまでに決めるっていうか、次回の委員会の時に決める感じでしょうか。

今日は何を決めるというか。 

委員長：決定は今決められるんであれば決めていくように持っていけばいいん

ですけど、皆さんはもうあれですか。むしろ逆になんかもうここで、私は

今進めるにあたって、要は登下校班、もうその辺来てますよね。特にね。

ていうところで、作るか作らないかを明確にしていかなければっていうと

ころなんです。ただ、今日決めなければ要は次回になるわけですけども、

まずその次回までに考えをちょっとまとめていただいて最終的にどうしま

すかっていうのが、いいのかなって思ったものですから、今日は決めない

でっていう、あとはだから考えとかね。やっぱ擦り合わせでいろんな意味

でやっぱり教諭知らないとわからない部分、見えないところで決めようと

思っても狭くなっちゃうので、いろいろこう皆さんからこう出していただ

いたっていう今日はそういう状況の場を作りました。はい。ただ、皆さん

の中でですよ、もちろん時間なんてどんだけあっても、いや今日決めまし

ょうっていうんであれば、皆さんにゆだねますのでっていうところですよ。
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はい、どうぞ。 

委員：登校班のことで、一番直近のタイムリミットは１月末にある新入生説明

会かなと私は思っていて、新入生説明会の時に、もし登校班を作っていた

ら、新１年生の集めてやる時に登校班ここですよ、だから保護者同士でち

ゃんと連絡取り合ってくださいねみたいなのをするじゃないですか。通学

路の説明をして、そこまでに地区理事が決まってなきゃいけないっていう

のが１月末ってのが私一番最短のデッドリミットなのかなと思ってます。

そこまでに、じゃあ、次の時に決めてやるんだったら、12 月 16 日ぐらいで

すかね、３週目だと、そのぐらいになってそこで決まりました、じゃあ、

そこから地区理事候補出してくださいねっていうプロセスをたどってしま

うとすごく遅くなるかなと思うんで、１つ提案なんですけど、この会は市

のこれとして決めなければいけないことじゃないっていうのが一番初めに

あったと思うんですね。だから、スラックなり何なりで投票を取るってい

う、ここで今日決定を出すのではなくて、案を持ち寄って考えた上で、例

えば２週間後とか、そういうので決をとることは難しいんでしょうか。 

委員長：難しくはないんですけども、すいません、１つ訂正あるのは１月では

厳密に遅いです。申し訳ないですけど、年内です。12 月ですね、地区理事

を学校に提出は 12 月冬休み前になります。１月をもって今回は香取台小、

島名小別れての新入生保護者説明会が入ってきますので、その段階ではも

うどういう班に、あなたはここからっていうところを持っていかなければ

いけないってなると準備を踏まえるので、やっぱり、冬休み前なんですね

っていうのがまず１つです。それとスラックにおいてなんですけども、以

前、委員からだと思います。あそこでやっぱり周知したものも次の委員会

で必ず確認をして、皆さんがこうわかる共有、もちろんそれで進めて参り

ましたよ。ただ、疲れるんですよね。作る、作らないで終わればいいんで

すけど、感想とかこうね。そこを仕事の合間に、素晴らしいですよね、正
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直、わかるんですけどと思いますとかね、そして結論はみたいな、できれ

ばやっぱりこういう場でスパッて決めていただくのが、私は望むところな

んです。委員はスラックの方では、今のお話で投票って言ってましたけど、

する、しないに入ってこられます。もしその流れで行くなら。 

委員：ごめんなさい、スラックに限定しなくても別にフォームでも、チームで

もメールが送れる形でも何とでもなると思っていて、別にそれぐらいの集

計は苦じゃないし、そんな約 10 人の集計ぐらい誰でもって言ったら失礼か

もしれないですけど、できると思うんですね。多数決で決めないほうがい

いっていうのも私もそれが一番理想論だともちろん思ってますで。そう思

うんですよ。ただそうなると、私もその地区理事を決めるときいつも冬休

み前に最後地区委員の方の、全員の名前、住所、電話番号、連絡先全部を

学校に提出するのもわかってますで、12 月末が本当に今回も期限だとする

と、12 月 13 日の委員会で決めて、そこから人数を出すのは不可能ですよね、

多分。そこから周知をしてっていうのは多分難しいですよ。そうなるとも

うそこまで引っ張ってるってことはないってことっていう。何かそれあり

きでの話なんで、いや、なくてもいいと思っていて、私もさっきから話を

聞いていて、地区の登校班をなしっていう考え方もありだと思うんですよ

本当に。４月だけとか、４、５月だけとか、そういうのもありだと思うし、

それを、学校側で例えば住んでる住所だけで割り振るとかできるんだった

ら４月だけのであってもしていただけるんだったら、地区理事の大変さは

正直この中で私が一番わかってると思いますけど、わかるんです。それが

一番いいと思います。でも、本当にそれで作るよってなった時の 13日以降

の地区理事さんの大変さも私はわかります。なので、結論を出さないので

あれば、何らか、他にその前に１回委員会を入れるか、もしくはネット上

で決断するか、何かがないと、それはちょっとさすがにリミットが厳し過

ぎます。 
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委員長：はい、ではありがとうございます。今お伝え、お答えしようと思った

のを、ご自身から答えを出していただいたので、原則月１という準備委員

会の日程を設けてますが、最初その学校名だったり、校章かわからなかっ

たですけど、すごくタイトで短いスパンで、準備委員会のご協力いただい

た期間があったと思うんですね。その準備委員会って原則その月１で、そ

の時に状況に合わせて開催っていう部分にありますので、先ほど委員が 12

月の 13 日っていう原則でいう第３金曜日を指されたと思うんですけども、

やはりいろいろ入ってくる状況の中で、答えを出されたのでね、そこでの

実施は無理ですよという、やっぱり一番自分がわかってるって言いました

けれども、その地区理事から上がってきたものを取りまとめている私が一

番よく分かってると思ってます、私は。というところです。地区理事は取

りまとめて終わりかもしれませんけど、その先私たちは学校の先生と向き

合って進めている作業がありますから、そういった意味での負担差を考え

ると私の方がよくわかってるのかなと。そうなっちゃうんですよね結局ね。

だけど、先ほども言ったように、結局、そうすると楽しくとかなっちゃう

とまたそれも難しい話で、やっぱりそこが時間があればできますよってい

うものかもしれないし、あとはやっぱりその個人情報なんですよね。実際

上がってるのは、今後は任意にするあれもあるんですけども、何で１保護

者に提出してるんだっていう、実はものも上がってます。要は、そうです

ね、だからそれはちゃんとどういう今までとってなかったからなんですけ

ども、要はその個人情報です、特に新入生。自分の電話番号と名前、子供

の名前も渡されるのも実は嫌だっていう保護者もいるってことなんです

ね。だからそういったことももう全部踏まえてっていう部分に置くと、こ

の場でもし決められるんであれば一番いいんでしょうけど、時間おいたほ

うがいいかなっていった場合には、もしかしたら今月末だったりとか、12

月頭っていう部分での準備委員会設定という、もしくはそれを言うんであ
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ればまた金曜日を崩してっていう、そういう判断が必要なってくると思う

んですよねっていう部分です。だから、あたかもその 12月第３までに、次

を組んで、そこからなんていうのはもちろん現場は一番わかってますし、

一番大変なのは結局はそうですよね、うんって絶対言いませんけど、学校

なんですよっていうところです。保護者はその時だけ頑張れば何とかなる

けど、そのあと動かす現場っていう部分を考えると、それを考えなければ

いけない会長である私の立ち位置ってなった時には、やっぱり早い方が誰

よりも良いと思うのは自分なのでっていうところですね。すいません。は

い。なので、あとは委員からあがってるそんなの多数決で決められるのっ

ていうその部分がどうかですね。はい、では事務局。はいお願いします。 

事務局：事務局です。登校班作る、作んないとかっていうことに影響するかど

うかなんですけど、今まで登校班を地区委員長さんにやっていただいてる

っていうのは、２年生から６年生が変わらない話で、１年生は誰になるか

だと思います。今回、香取台については、新しい学校で、学区内の方皆さ

んに就学通知を出します。皆さんにスクリレとかでお知らせさせていただ

いてると思いますが、学区外の基準で、新６年生については、残りたいっ

てことになれば、島名小に残ることになります。その場合に、下のお子さ

ん、５年生以下の兄弟がいる方は、兄弟で残る可能性も出てきます。兄弟

在籍っていう理由がありますので。新しい学校になる状況と、その就学通

知で学区外とか手続きする状況に応じて、今の皆さんが思われてる登校班

って考えたときに、６年生で班長になるかと思った子が残らない可能性も

出てくる。その兄弟のお子さんが残らない可能性も出てくるっていうこと

になると、我々今回就学通知をお出しして、学外の締め切りって、12 月の

９日です。そこにならないと、場合によっては、香取台に行く子と、島名

小に残るお子さんが確定しない可能性も出てきます。その辺のことでどう

するのかなっていうことは、情報としてお伝えしないと。締め切りを 12 月
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９日にしてますので、最終的な確定という形には、それはあくまでリミッ

トっていうかで一旦の期限を設けてますけど、それ以降また手続きをされ

る方がいらっしゃると、また変更になってしまいますので。 

副委員長：すいません。初めて聞いた話でちょっと質問になっちゃうんですけ

ど、今の６年生でそういう島名小を継続したいってなったこの下の子は、

お兄さんお姉さんがいる間は島名小になるんですけど、そのあと６年生が

卒業した後も島名小継続になるのか、香取台小にそのあとは切り替わるの

かと、何か条件あるんですか。 

事務局：基本的に学区外の基準の中で兄弟在籍の場合は、今までの古い基準で

いきますと、兄弟がいる間だったんですけど。兄弟在籍は卒業までにして

あります。今回香取台ができるときの、新６年生になるお子さんが島名小

に残りたいって言ったときに、新１年生で、上がってくるお子さんも島名

小行きたいって言ったときは、卒業までになり、その時に、極端な話、１

年、６年になりますよね。１年生で入って。２年生になるときはもう上の

子がいないけど、２年生以降をその方が島名小に引き続き希望するのかど

うか。転校する場合には、手続きをしていただくようになりますけど、基

本的には兄弟在籍は卒業まで認めてます。 

委員長：ありがとうございました。ただ、今回やっぱりその１つね、そのまま

そろってごっそりっていうんであれば、今まで通りの従来のね、登下校班

で理想のところでいけるのかもしれないんですけど、いろんなそういうも

のが入ってきてるっていう部分もあるのと、それでまわしていくっていう

ね、それはもう個人のご判断のあれですからそこはもう準備委員で想像し

て、もう何かバラバラなっていましたね。そうしたところでしょうがない

んで、はい、委員。 

事務局：事務局です。すいません、香取台小学校を指定して、香取台小をご希

望される方については、２日までです。でも香取台小学校じゃない学校を
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希望される方の手続きは９日までという形にしてます。 

委員：じゃあ、決め方の話になるんですけれども、先ほどもちょっとおっしゃ

ってましたけど、多数決が本当に合理的かってちょっとこれ疑問がある話

ですよね。ていうのと、あと、そもそも原則としてここで決める話なのか

どうかも実はこれ決まってない。これも新しい香取台小学校の、例えば校

長先生っぽい人が、じゃあ通学班なしにしますって言ったら多分そうなる

だけの話でもあるものですよね。つまりこれ誰が決めるか決まってないん

ですよ。なので、１つの提案としては、例えば、何て言うんですかね。こ

この場で決めるってちょっと時間的に厳しい気もするので、一人一人ここ

までいろんな方のね、お話しながら感じたことを、スラックとかで、何と

かね、こんなところ心配です、こんなとこ大事にしてますだからこう思い

ますみたいな意見を表明してもらった上で、あとは例えば委員長なり、学

校の先生方とかで、決めてもらっていいのかなって。つまり、私たちが決

めるに参画するんじゃなくて、我々は意見表明をします。でも決めたもの

あってその意見を踏まえて、あとは最終的に、要は一番よく知ってる人に

一番合理的な決定をしてもらった方がいいんじゃないのかなというのが私

の提案です。 

委員：意見よろしいですか。それは委員長一任みたいな形っていうのはむしろ、

私はちょっとそれはどうかなと思うんだったら多数決の方がマシだと思い

ますけど。 

委員：すいません。一応、補足しておくと委員長一任といえば、現場の実情を

一番理解してる人に最終決定してもらった方が、私がここで 15 分の１の１

を上げるよりも良い意思決定ができるんじゃないかなという提案でした。 

委員：現場の実情って言っても、子供達の実情なり安全っていうのは別に PTA

会長だろうが、１父兄だろうが、理解の度合いっていうのは変わらないと

思いますけど、その先にある通学班を編成することによる事務作業ってい



 

64 
 

うのは、確かに学校なり、PTA 会長は、よくご存知のところはあると思いま

すけど、そこが唯一のポイントではないはずなので、ちょっとその一番実

情ご存じという観点で１人というのはちょっと私は賛成しかねます。 

委員：はいわかりました、としか言いようがないので、こればっかりはどっち

がいいかの話では多分なくなってしまってるので、はい。何て言うかな。

私からの意見は特に反論もないですし、委員の意見はなるほどそうですね

っていうところではあります。はい。どちらが言われてもないと思ってま

すので、一旦以上です。 

委員長：ありがとうございます。だからこういう時、どのような方法で一番っ

ていうところで、すごく委員と目が合ってるのはなぜでしょうかっていう

部分があるんですけれども、っていうところで何かございますか、特に大

丈夫です。 

委員：もし今の島名小学校で、どうするかっていうことであれば、香取台小学

校はまだ実在しておりませんので、管理職含めスタッフも決まっておりま

せんし、４月にならないと、実際には動かないわけですよね。でもそれで

は間に合わないということで、準備委員会がね、どういうふうにするかと

いうことで今開催されているわけですから、今の学校、島名小学校のこの

スタッフと皆さんで、より良い方向を決めていくしかないのかなというふ

うに感じております。もうタイムリミットが 12 月の２日または 12 月９日

ということであれば、その前に、それからなるかもしれませんけどある程

度の方向性を出して、決めるしかないかなと思うんですよね。その決め方

は、もちろん皆さんの多数決ということもあるでしょうし、学校側として、

もう一度検討していただいて学校としてはこうしていただきたいというよ

うなことをお伝えすることもできると思いますし、そのようなところです

が、今ここで決めるのは難しい感じがしますね。はい。以上です。 

委員長：はい、ありがとうございました。一応今、そのような言葉をいただき
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ましたので、先ほど言われたようにそのスラックで何かあれですよね、最

終的に多数決にするなりにしても、この後与えられた時間の中で、だから、

日にちを設けまして、その日までに、各々のうん、登下校は、作る、作ら

ないについての、そういったものを出していただければ、そこでね、最終

的にどうしていくかっていうものでまとめていくしかないものなので、と

いうところですかね。それが、先ほど事務局からもお話いただきましたよ

うに今回の６年生がっていう部分でね、そしてそこに繋がるご兄弟関係も

どうなることが本当わからない。変な話ないでしょうけどね、６年生全員

でなんてことっていうのもあり得る。ほら笑ってる。怖いよこれ。やめて

よっていう人たちがこういるわけですよねっていう。だからそこも踏まえ

て考えていくとっていう部分で 12月、ここ。ただもう、じゃあ作りますっ

てなったときの、先ほど言ったその６年生だから班長さん、５年生でもっ

ていうそこはわかんない、作るってなった場合ですよ、そこがあるから、

６年生の動向だったり人数だったりって、なるの、みんな違うじゃないよ

ね。 

副委員長：ちょっと勝手な意見ですけど、その学校の建設の開始っていうとこ

ろを、その当初の今までの地区理事さんなりの班編成のスケジュール感に

乗っ取ってやるっていうのを無理やり当てはめると、ものすごく苦しいと

思うんですよ。だから４月からの対応はもう致し方なしで何かこう見守り

型で登校をさせるとかしながら、班編成をその４月開始後にしていくとか、

ちょっと暫定的なことも踏まえてやらないと、何か、そのスケジュールあ

りきですべてをやるっていうのに縛られ過ぎちゃうと、そこまで決めなき

ゃいけないってもう何か、それを、そこを理由に今、期日を決めてると思

うんですけど。 

委員：ごめんなさい。班編成は２月末ですよね。 

副委員長：登校班を決めるにしても、班編成をして４月を迎えなきゃいけない



 

66 
 

って今、おっしゃってるんですけど、今回って新しい学校が始まるってい

う、今までにない状況なので、その新しい学校の開始のスケジュールにそ

の今までのその班編成をするってスケジュールを当てはめるってのはちょ

っと無理が生じてきてんじゃないかなと思ってて。 

委員：すみません、班編成に関しては正直、どこの地区も大概１月末以降だと

思うんですね、それは帰りの学童に入れたか入れないかっていうのが変わ

るので、そこで人数だったり、多分どこの家のどこの地区の方々も決めて

いると思っていて、班編成に関してはだから、その就学通知の後でも全然

問題ないと思うんですよ。ただ、地区理事に関しては、本当に決めなきゃ

いけないとしたら、さっきおっしゃったように 12 月のもっと前じゃなきゃ

いけないとか、冬休み前には学校に提出できなきゃいけないという話だと、

タイムリミットがぎりぎりじゃないかと。地区理事を作る前提条件って何

かって言ったら登校班を作ることなんですよね。だからその前倒しの話だ

って別に班編成の中身に関しては、全然タイムリミットはまだまだだと私

は思ってる。 

副委員長：地区理事を設けるっていうイベントをそこにしなきゃいけないって

いうことを前提にするのがもうちょっと破綻してんじゃないかなと思って

て。 

委員：今から２週間なり３週間で結論を出せばいいんじゃないですか。多分、

この先どれだけ時間をかけたところで賛成派と反対派はずっと分かれ続け

て、状況は変わらないと思いますよ。だったらある時点で我々がこの準備

委員会の責任において、多数決なりある程度ちゃんと議論を尽くして、そ

の完全合意には至らないまでも、結論を出せばいいんだと思いますけど、

それができない状況ではないと思います。 

委員：いや、結局のところ最終的に地区理事は置くか、置かないかの２択じゃ

ないですか絶対に。それはどこかの時点で、ここで決めるのか、それこそ
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どうなるのかわからないですけど、どこかで決めなきゃいけないわけです

よね。それをなんでしょう、さっきもおっしゃった通り、どこで区切るの

か、本当に完全合意できればそれはもう理想論、最高ですけど、それがで

きないんであれば多数決なりなんなりで、私は決めなきゃいけないんじゃ

ないかなと思いますし、そのリミットを何でしょう、今まで通り 12月半ば

に出せるよりもっとなんでしょう、ここからまだ、今 11 月の２週目から 11

月末までの間に、何か出せればいいなと思うし。 

委員長：はい、ありがとうございます。先ほどから上がってる地区理事につい

てなんですけども、そもそもごめんなさい、私はその地区に関しては道路

の反対側でも大丈夫なんですけど、B と C の今分かれてるその境界なんで

す。その見直しもやらないことには、今言われてるのは現状の地区で地区

理事、地区理事を継続して出していくって考えなんですけども、そもそも

そこもまだゼロってことなんですね。そうなったら地区理事はまず出ない

じゃないですかっていう、ごめんなさい、その部分になるわけですよ、そ

この見直しはやっぱりしなければいけなくて、実際にそこは住んでると、B、

C とかの区切りですよ。C１とか私ちょっとわかんないですそこは。つまり

そういうことなんですよね C１、B１だけとか。住所関係ないので、人数増

えて増えて、増えたからここが近いからこういうどこに入ってっていうの

が、今のわかんないですけど B と C のお住まいの方です。A はね、Aだから

っていう部分なっちゃうと、そうなんですよ。だからその B と C なんです

よ。それは住んでる人じゃないと、こことここ言われたってわからないで

すよねっていうところです。だからまずそこからの正直ちょっと見直しは、

わかんないどの方法か、今の地区理事さんがもしかしたらね、ごめんなさ

い、マンションはだからあれ、集まっていただいて、ここだったけどこっ

ち入れたほうがいいんじゃないかっていう、やっぱり１度は変わらないに

しても見なおしていただかないと多分いろんなね、今お声が上がってるし、
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あとは今住所と一致してないところで混乱があがって、混乱もしてないけ

れども、ちょっと不自然です。今度その中学校とかもね、行った時に、や

っぱそこ学園として統一でこう区分けとかこうなった場合にもやっぱわか

ってないとっていう部分も出てきたりした会議があるんですけど、学園の

ねっていうところで、いろんな課題を抱えながらいきますから、見直しを

ね、B と C、あと諏訪かな、諏訪もどうなんだかっていうところがあるから、

まずそっちなんですよね。そこで決まって、その中で新たな地区理事だか

ら、今が決まってる人から次候補でっていうのは、だからないってことな

んですっていうところは、お伝えしていただいていいと思いますよ。それ

はいいでしょう。もちろん、だってここで話したものはすべて保護者知る

べきですし、もしだってましてや傍聴席あるんですからね。だからむしろ

来ていただいて、実際、自分の耳で確かめていただければ一番いいってい

うところですから、別に隠すことは何もないわけで、もちろんいいに決ま

ってます。悪いことは大丈夫です、言葉に出してないので。まずいなと思

ったのは出してないので言ってもらっていいと思うんです。だから、そこ

の見直しがないときには、今ごめんなさいさんざんちょっと盛り上がって

いただいたけど、ないってことです。学校は大丈夫です。待ってください

と言えば待ってくれますから。 

副委員長：ちょっとさっきおっしゃったその２週間で決めるっていうのは、さ

っきちょっと就学希望が集計終わる前に登下校班を決めるっておっしゃっ

たんですけど、それ、何か矛盾してないですか。12 月９日超える前に。 

委員：決めるのはまず、登下校班を行うか行わないか、それだけです。我々も

ちょっと。 

副委員長：登校する子供たちの全容がわからなくても決めるんですか。 

委員：基本方針なんで、その全容がわからないって言っても大体どのぐらいの

人口でどういうことかっていうのはわかってるわけですから。別に基本方
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針は、設置するか設置しないかは決められると思いますがね。その上で、

それを決めた時に初めて地区理事をどの区画でどういうふうに設置するか

っていう議論が出てくるんだと思います。 

委員：いや、結局のところ、保護者から今あがってくる地区理事は作るんです

か、作らないですかっていうのは皆さん、疑問に思うというか確かに本当

に地区の振り分けは絶対必要だと思います。保護者に伝えられることって、

今の状態だと、地区理事は作るか作らないかわかりません。でも地区は少

なくても変わるから、今から引き継いでねっていうことも何もできません

よっていう結論しか今伝えられないと思うんですね。地区理事は作ります

よなのか、作りませんよなのか、それすらも何も伝えられない状況って何

が伝えられるんだろうなっていうのも、伝えなくていいじゃんっていう話

なのかどうなのかですけどそこって。地区理事さん一番重いのは、登校班

を作るのだと思います。あとは苦情を受けるのと。 

副委員長：その地区理事さんって何かそもそもなんすけど、登下校班を作る以

外、地区理事っていうその何か役割で担ってる役割があるんですか。ちょ

っと私はまだ短くてわかってないんですけど、地区理事やったことなくて。 

委員：はい。地区理事は、香取台の BC と、ミレニオアデニウムについては、香

取台公園の前の横断歩道の立哨当番があります。 

副委員長：立哨当番の管理。 

委員：違います、立哨当番の管理は私です。立哨当番を各地区に割り振って、

各地区がさらに割り振るっていうのを各地区理事さんがしてます。で、そ

れに関しては立哨当番が学校からだけであれば、なくなる仕事です。なの

で一番重いことは、登校班の編成。すいません、それが各おうちごとにブ

ロックが分けられるんだったら、それがしんどくなるのは、ガレリアだけ

だと思います。うん。ガレリアだけは、例えば、A 棟、B 棟、C 棟、D 等で

分けたところで、１棟あたりに人数がすごくいるので、登校班を今の時点
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で登校班だけで 10 班。バスの子たちが今２便いるので、その子たちが全部

香取台小に行ったとしたら、全部で、確かバス班の子って、定員が 32 名で

24 人ぐらい乗ってるはずだと思うので、今、大体、100 何人だ。わかんな

いから 80 人がガレリアから徒歩で行っていて、そこから 40 人ぐらい増え

たら 100 人ちょっと、ていうのを割り振るガレリアだけが大変だと言われ

ればそう、そうかもしれないんですが。その地区理事さんの一番大変なの

は多分、その登校班編成。それはだから今地区が跨ってたりしてるところ

だから大変なだけでそこが綺麗に分かれば、家の近くの子だけでいけばい

いじゃんっていうふうに細分化できるんであれば、そんなに地区理事さん

の仕事はないです。 

委員長：そうなんですよ。作りたくないんです、ただ、その地区理事さん、地

区委員としてね、地区委員より、ごめんなさいちょっと話がちょっといろ

いろされちゃうとあれなんで、地区、代表なり地区委員はやっぱり１名と

いう部分もあるし、だからそれもやっぱりそうなんでデメリット、メリッ

トとかまた良くも悪くもってなっちゃうと、本当に難しい話であってね、

現状知ってる人はだからそれで言ってるけども、全然ついていけないさポ

カーンっていう、それが実際あっての。そもそもここでね、やってかなき

ゃいけないのか、でも、委員が言ったようにスタッフが決まってない以上

は準備委員のところでっていうそれもどれもがね、どれもがもうきてるか

ら苦しいわけであって、時期を区切らなければいけない、段階的にもうど

っちでも私もあると思うね、どれもだからさ、あれじゃないですか、子供

たちのためにとってはね、ていうふうに考えたときに、どうなんでしょう

かね、地区理事さんやるとね、大変なんだよね。どうぞ。 

委員：であればなんですけれど、なんでしょうね、正直この場で決めたところ

で何ていうんですか、新しい学校が始まった時の実情にそぐわないかもし

れないわけじゃないですか。最初にお話あった通り、やりながら、走りな
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がら、フレキシブルに対応できたらいいなっていうお話もあったと思うの

で、例えばなんですけれど、期限もっておっしゃってたから、まずは一旦、

例年通りにちょっと一旦やってみて、やり始めて新しい学校が運営が始ま

ったら、PTA の何ていうんですかね、役員の方も変わるわけじゃないですか。

変わるんですよね。保護者の面子も一応固まって、その実情もわかるわけ

なので、最初に、例年通りやってみて、始まってから、その新しい新規の

役員の方たちに、香取台小学校が始まった後の運営、その実情に合ったや

り方っていうので変えてっていただくっていう方が、何かスムーズなのか

なっていう気がするんですけれど。ここで今、登校班をやる、やらないと

か地区理事作る、作らないっていうのを話してても多分いつまでも決まら

ないのかなと思うんです。なんですかね、まずは、PTAの骨格自体は変えて

いくとして、変えていくとしてってか変えてったら私はいいかなと思うん

ですけど、そこ以外のところはまずは変えないというのはどうですか。 

委員：いいですか。 

委員長：はい、どうぞ。 

委員：いろんな考えがあっていいと思うんですけれど。先ほど学校側で話し合

ったことをお伝えしたのですが、そのようなことを全部ひっくるめて考え

たことをお話したつもりなんですね。やはり４月にスタートするにあたっ

ては、登校班は登校班での登校が必要であろうということです。混乱しま

すし、最初のうちはやはり安全というのが大事だと思いますので、あった

方がいいというかまずは何ヶ月なのか何週間なのかわかりませんが、今の

時点での登校班を活かして登校させる。変えないで、そのメンバーを。何

人か残るっていうことであれば、それは、その子たちは抜くわけですから、

班長さんもまだわかりませんけれども、今の５年生から１年生ですね。５

年生から１年生はそのままの班でまずは登校させる。下校についても、そ

れを基本として、児童クラブとかいろいろね、募集もあったと思いますけ
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れども、それはその都度、学校側と保護者の方で確認しながらやっていっ

てはどうかなと。その上で、もし、本当に必要なのであれば、ずっと登校

班を編成することもあるでしょうし、それはやってみないとわからないと

いうことですよね。最初にあった提案で、やはり先生と保護者が楽しみな

がらっていうのがありましたから、それにはまず負担感を減らすというの

は一番のことだと思うんですよね、地区理事さんが本当にご苦労されてる

のはもうはた目から見てもわかりますので、できるもんならなくした方が

いいと思うんです。それと同時に学校での地区の担当は本当に大変なので、

これもなくした方がいい。だからみんなの幸せを考えるのであれば、子供

の安全は第１ですが、やはり負担感の多いものはなくして、登校班はなく

していく方向でお願いしたい。というのが、学校の考えです。その上で、

もし、どうしても不安がある場合には、保護者の方と相談したりまたはそ

の遠い方たちと相談してそこだけは作るとか、いろんなやり方あると思う

んですよね。だからまずは、地区理事はおきませんとか登校班も暫定的に

何ヶ月かやっていく方向です、やがては、学年下校にいたしますとか、必

要な地区は登校班を編成しますとか、そういう何か選択肢があったほうが

いいかなと思いますので、いかがでしょうか。 

委員長：はい、ありがとうございました。今、現場のということで、お話いた

だきました。いかがでしょうか。というところで、特に何もなければ、お

話いただいたそのような、もので、進めていければいいのかなというとこ

ろです。最終的には、要は段階的になくしていく方向だけれども、最初は

いろんなね、突然学校が変わる新しい環境になる、不安ですっていうとこ

ろでっていうところなんですけども、はい。 

委員：質問よろしいですか。段階的になくしていくことをここで決めるのか、

それは先の PTA のなり、先の学校のマネジメントがちゃんと明確になって、

その段階で PTA も新しい体制になるでしょうから、なった時に決めるのか
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によって話は違うのかなと思うんですけど。暫定的に今、少なくとも新年

度の新しい時に従来通りの形で、登校班、従来の班で、登校するっていう

のはいいと思うんですけど、そのあとなくしていくこともここで決めるの

か、それは先の組織にゆだねるのかは明確にしておいたほうがいいと思い

ますが。 

委員長：それもおっしゃる通りで、この準備委員会開校前に開かれてる準備委

員会でこのような案が出てますということを、４月から始まった、そのマ

ネジメント的な PTA なのかな、そこはもうそこで始まってからですので、

ここで決めることではなくて段階的にじゃあ決めていきましょうってここ

で答えを出すことではなくて、そのスタートしてから先ほど委員が言った

ところに結びつきますよね、その状況を見ないと、わからないところです

から、そのときの役員さんに学校側というところで決めていっていただい

た方が、いいのかなという部分では思っております。ただ結局あれですよ

ね、先ほどのこれがどういった形でまた案が崩れるか分かりませんが、い

ずれにしてもこの運営チームって言われるところでのものになっていくの

かなと私は考えますが、皆さんはこの準備委員会で段階的になくしていく

っていうものを決めるべきだと思われますかっていうところですけど。 

副委員長：ここで決めるのだから、それが、暫定的なもんなんですよってこと

を決めるだけでいいんじゃないですか。 

委員長：その通りですね。皆さんがそれを引き継いでいくってもちろんそうで

す。 

委員：伝えていいこととして、地区理事はおきませんよというのと、来年度の

登校班は、今のまま、行かない子なり６年生を抜いた形ですよっていうの

はもうここで決定でいいですか。伝え方の問題です本当に。いや、そこで

登校班を置き換えるってなっちゃうと、地区理事いるじゃんって言われち

ゃうだけなので、今の登校班のままで、高学年と行かない子が抜けますよ
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っていうのはすごくシンプルで。いいんじゃないかなとは思うんですけど。

学校配信で送っていただけるのはそれが一番です。 

委員長：その年度で今まで通り従来通りやるんであれば、もう本当にごめんな

さい、お願いしててね、この数年っていうところでまたお願いしますって

言えちゃうんだけど、今回違うじゃないですか、みんなもう終わる寸前の

ところ１人だけ眉間にしわ寄せてるそれがだから負担だってことでしょ、

それを回避しなければいけないってだからそれが現状なんですよね。それ

もうやりたくないじゃないですかっていうのを、要はブラックになってい

て、だから、これ多分ね、学校配信、私っていうかなんていうか全体に、

だって香取台と諏訪だけに、今の保護者にアナウンスですから、あのね、

だからそこだけで組んでるラインあるじゃない、あれだけ出ますっていう

よりかは、準備委員会の中でっていうことで、全保護者に何らか文章作っ

ていただけるので、それをね、学校の先生にお願いして添付していただい

ての、スクリレ配信の方は大丈夫でしょっていうんで、いかがです。ごめ

んなさい委員、文書作ることになっちゃって。 

委員：はい作ります。ただ、おっしゃる通りで多分、個々の班を見てた時に、

このままじゃちょっとまずいかもっては出てくる気がするから、何かね、

そこはちょっとごめんなさい１、２週間調べなきゃいけないですけれども、

何らかの方法でオーソライズというか、そうですよね。なので、何となく、

暫定的に今の班体制をね、班の体制を。維持しつつ、様子を見て、簡素化

していきますっていうところをこの場でいただいて、いただいた上でちょ

っとその細かい皆さんのね、どうすんのっていう悩みにこたえられるよう

な文章にして、はい。頑張って作りますので。はい。 

委員長：そうすると解かれたんですか。解かれた、帰れる。大丈夫ですか。あ

りがたい。 

委員：簡素化していくっていうことまでは決めてなくて、あくまで暫定だって
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いうところまでしか決めてないと思うんですけど。 

委員：すいません、言い方が間違ってました。何て言うのかな。方向性、これ

私の考えですけど、方向性は言っといた方がいいと思うんですよね。ただ、

実際に運用してみて必要だったらそれ変えてかなきゃいけないしっていう

ところを伝えればいいのかなと思ってました。ていうのは、このままいき

ますだけ伝えてしまうと、直らないんですよね。 

委員：いや、暫定だって方向性としては２通りあるっていうことを伝えるんじ

ゃないかなと。なくす方向ではまだ合意してないと思うんですけど。少な

くとも多数決的な合意もなくて、だからそれを言ってしまうっていうのは、

既成事実を何かこう作っちゃってることになると思いますけど。 

委員：そこは、私は認識違ってました。私はお話を伺ったときに、基本的には

なくす方向でいくんだけれども、現実を見ながら、もちろん柔軟に対応し

ていきますっていう趣旨だったので、そこは、すいません、委員とは認識

が違ってます。 

委員：いや、言われたのは基本的になくす方向が望ましいというふうに言われ

たのは認識してます。ただこの委員会としてそれに、必ずしも同意はして

ないと思います。 

委員：はい。先ほど申し上げましたのは、今の現状で、学校として、来年の香

取台小学校考えたときに、この方法がいいんだろうなっていうことを４人

で話した内容と、はい、結果といいますかね、それをお伝えしたまでです。

ですからそれについて皆さんがね、いろいろ反対、賛成はあるとは思いま

すが、なくすのが今のところいいのかな。持続可能なのかなという気はし

ております。 

委員：問題は、暫定を皆合意してると思うんですね、とりあえずは今の体制で、

その先の方向性を言うか言わないかってか、要はなくしていく方向性だと

いうことを言うのか、或いは選択肢として、新しい体制になった時に、通



 

76 
 

学班を維持するかどうかをその体制で決めるかっていうところの選択肢だ

と思います。だから地区理事はあくまで付随した事項であって、そこに話

を点呼するのはおかしいと思いますけどね。 

委員：あとおっしゃってるのってわざわざ言わなければいいんですよ、簡略化

しますとかじゃなくて、４月からは、現状の体制でいきます、それだけで

地区理事は作りませんっていうふうに、多分最後の一文を消せば、納得だ

っておっしゃってて、最後の一文をつけなきゃいけない理由はないんじゃ

ないのかなと思う。 

委員：残念ながら私はそこを入れたほうがいいと思ってるので、すいません、

食い違ったって話ですね。 

委員：それをもう宣言しようっていうなら、この１週間、２週間で方向性を決

めることと結局は同じなんで、だったら決めればいいじゃないですかって

いう話になりますよね。言われたのは、とりあえずまず今の体制で、少な

くとも前半の部分は今の体制で当面行きましょうで先になって、決める体

制がちゃっかりできたときに、そこはまた決めましょうという話だと思う

んですよね。なぜそれを否定されるのかよくわからないんですけど。 

委員：否定するというよりは、学校間のね、学校の負担とか保護者の負担とか、

班長の小６年生の負担とかを考えたときに、簡素化のメッセージは入れと

いた方がいいかなというのが私の意見です。なので、もしこの場で決める

んであれば、その一文を加えるか加えないかというのを決めてもいいのか

もしれないですけどね。はい。 

委員：ご意見と、ご意見とでちょっと自分認識があってるかわかんないんです

けれども、その暫定的に４月は登校班を作るっていうのが決まって一緒で、

縮小、ご意見は、香取台小学校の新体制で、その後どうするかを決めるっ

ていうところだったんですけども。ご意見もそこはくみしてなかったでし

たっけ、新体制で決めるっていうところまでご一緒だったんじゃないです
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か。なんで暫定的に登校班を設置します。なんで暫定なのっていうのは、

新年度の新しい学校の体制で、その後どう判断するかを決めるっていうた

めの暫定だと私は認識してるんですけど。規模縮小、簡素化っていうとこ

ろの暫定といういうふうにはとらえてなかったですね。どっちがいいかっ

てのはわからないんですけど、規模を縮小するかどうかも新体制で私はち

ょっと決めるのかなって思ってました。わかりますかね。なので、規模を

縮小するかどうかも新体制で決めるので、そのお知らせの部分に簡素化っ

ていう部分はいらないかなっていうのが私の意見ですよね。それで暫定の

理由としては、新体制で決めるから。今後それも継続して、続けていくの

か登校班を続けていくのかは委ねますけれども、最初は暫定的に登校班で

いきますよっていうのは暫定というのでいいのかなっていう意見です。 

委員：委員の意見に賛成です。 

委員長：まあね、とらえ方だったり、ちょっといろいろね、何かまとまらなく

なって、いやこれやっぱりこうね、効率の悪いもうそりゃそうですよ、本

当ごめんなさい。やっぱりみんなわかんなくなってきてるんですよ。これ

だけやっぱ時間拘束されてるので、だから、やっぱりそれありますので、

ここはだからやはり決取ろうかなっていうところなのか、何か全部だって

わかるんだよね。結局そのいずれ簡素化ですよね。なくなるっていうのが

もうわかんないんですよ、だからこれはね、わかんない。だから今のとこ

ろはそうそういうのは触れずに留めといた方がいいよってことです。合っ

てますか。うん。 

委員：今、簡素化っていうことを入れたいんであれば、ここでもうその方向性

まで決めなきゃいけないんですけど、もうさっきまでの議論でそれがここ

では結論が今少なくとも出ないことがわかっているので。そこを無理やり

入れようとするところがもう無理があって、もう暫定でやります、新しい

体制で、新年度になってから最終的な姿を決めますって宣言すればそれで
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いいんだと思う。 

委員：簡素化するというのを入れたい理由を教えていただいてもいいですか。 

委員：意図が見えないと、単にそんときになってみないとわかんないから暫定

的に入れますってなっちゃうと、私は惰性で行ってしまう可能性が高いと

思ってて、なぜなら変えるのってめちゃくちゃ力がいるから。はい。以上

です。 

委員：いや、結局そこにはそれぞれの皆さんの意見を通そうというのが入っち

ゃってるからおかしいんですよ。でも、委員が言われたように、とりあえ

ず今、現状の登校班でいきます。そのあと、新体制になって、新しい学校

のマネジメントも刷新されるし PTA も変わるのでそこで、最終的な姿を決

めますと言って。何もそれはそんなにおかしなことではないと思うんです

が。 

委員：なので、決めちゃったほうがいいのかなと思いました。私もごめんなさ

い、私の意思が入ってるというよりは、現時点での方向性を伝えた上で、

現場を見た方、現実を踏まえましょうって言った方が、メッセージとして

伝わるのかなと思っていて。 

委員：いや、現時点での方向性にそもそも反対しているのでっていうことです

よね。 

委員：そこは合意しようがないので、なので、この場でその一文入れたほうが

いいのか、入れないかを決めた方が早いのかなと思ってます。 

委員：これでも、簡素化と言われてますよね。だから登校班を廃止ということ

目先に考えますというメッセージを伝えたいとさっきから一連、繰り返し

言われてると認識してるんですが。双方向のあり方を結局ここでは決めら

れないので現状だけをまず、当面だけを決めるのがいいんだと思いますけ

どね。 

副委員長：なんかそれこそ、もうとりあえずとりあえずって言葉がすごく出て
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て、その４月の初めのことをとりあえずで発信するっていうのが、この準

備委員会っていうそのものが発信することとしちょっと余りにも場当たり

的な気がするので、ある程度方向性ぐらいは、新しい学校の開始にあたっ

て出しておかないと、ちょっと余りにもそれは無責任に感じるので、その

新しい学校の登校、明らかに当行のそのスタイルは変わるであろう家と学

校の関係性に今回なるじゃないですか、距離感的には。それなのにただ単

に元の学校の登校スタイルを踏襲するんです、それはちょっと無責任なメ

ッセージになるんじゃないかなと思ってて、ただ暫定的にそういうもとも

とのやり方を踏襲するけどそれはその先で、変化させるってことは意図し

てやってるんですよっていうメッセージは何かしら出さないとちょっと、

納得されない親御さんも多いんじゃないかなと私は思ってます。 

委員：であれば最初に議論してた通り、後２週間ぐらいの期限を切って、議論

して結論を取ればいいんだと思いますけど。 

委員：はい。すいません、ちょっと私も同じで簡素化っていうところは、登校

班をなくすという意味でちょっととらえてたんですね。なんで別にそうい

うわけではなくて、現状のいろいろな不具合じゃないけども不都合という

か大変な労力をいろんな方があるっていうのがあるので、という意味で簡

素化っていうところで。あり方っていう当行の新しいところのあり方って

いうところがあったんで、ちょっと折衷案でお願いしたいですかね。簡素

化って言葉じゃなくて、はい、暫定的に踏襲するのはもう決まってますよ

ね。皆合意してるんだから。私は委員がおっしゃられた文言がいいのかな

って思います。ちょっと私が別に、今現時点で、登校班絶対必要とか、絶

対なくすとかっていうどっちでも、現時点ではないので、ちょっとあれな

んですけど。以上です。 

委員長：すいません、そろそろごめんなさい、もう時間がですね、来ちゃって

ね。思うんですけど、これやっぱいろんな意見あって、私はもうどれがい
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いとか悪いとか、そういうのは別で、とらえ方なんですけど私やっぱ聞い

てと思うのは、別にこう分かれてるわけじゃないんだけどやっぱりうやむ

やにしちゃうと、新体制で、また見直すってなりますってなった場合です

よ、どれだけやっぱり変えるってことの大変性っていうのをやっぱりやっ

てる人の言葉だと思うんですよね。そんなのまだここではそこの段階で決

めてないんだから、その言葉すら入れるのがおかしいんじゃないかそれも、

そういうことですよね。委員のおっしゃったその一文で最後のね、ていう

その部分の、それはだから双方とらえ方にどっちもありだと私は思ってい

るんです。やはり先ほどじゃあすいませんもうお疲れになっちゃって学校

のね、一応考えってなった場合やはり現場、子供たちを常に見ていただい

てる現場っていうのをこれまで優先してきましたっていうのが、現状でそ

れがやっぱり島名小の良いところの、先生方と保護者の繋がりでもあった

んですね。委員、わかんないですよ、推測ですけど、学校側の意見として

そういうふうにねまとめていただいて聞いた以上は、わかってるんだから、

もうそこで新体制ではそういったことがありますよっていうその目的でし

たっけ、さっき言った、もう何でもね、答えは目指すところをまずを置い

てそこに行くから、多分そっちなんだけど、委員の言い分もわかるんです

よ、だったらもちろん期間を切って、それ打つんだったら、この準備委員

会でここ決まりましたから、新体制ではってやるべきか、どっちもそうだ

と思うんですよねっていう部分があるんです。一番やっぱ思うのはやっぱ

りこのあれでしょ、で任意化ってなったときにだよ、その一文一文やっぱ

り敏感なってくる人も多くなってくると思うのね、今度そういった役割が

あるんだったら、やんないほうがいいかなとか、もしくは、とらえかたで

またどうにでもその文章全く読まなくて、今日知ってびっくりとか、いろ

んなパターンがあるから何とも言えないその中で、何か決めなければいけ

ないのであれば、もう本当に、ごめんね、眠くなっちゃったね、そこの文
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章も作っていただく労力も本当に、私は本当に簡単でね、本当にそうなの

よ、プライベートなんか多分ないから、関わると。だからこういう、ちゃ

んと目的っていうのは分からしてあげないと、やっぱ変わんないですよ、

だって変えるの大変だから。こん時のマネジメントチームはやっぱ変えよ

うなんてならないですよ。だから、もう条件じゃないんだけど、何か変わ

るわけじゃないですかそれは現実としてわかってることじゃないですか。

変わっても、まずやっぱり学校の現場の声をまず保護者が聞いて、保護者

ですからね、私たちはねっていうところで、より意見を言うっていうその

協議が始まるわけだけれども、前任の島名小分離前の先生が、この準備委

員会で、それは、次につなげるっていうことであれば多分そこが尊重され

ていくっていう部分を考えると、この準備委員会でだから、暫定的とか簡

素化とかちょっと私わかんないんですけど。要はいずれなくしてきますよ

って言っちゃえば、言っていく最初の、どうぞ。 

委員：なくしていくかどうかはまだわからないとして、例えばなんですけれど

も、私の仕事の仕方っていうか私がよくやるのは、例えば暫定で今何かを

やります。その後、その時の状況に即して、何かを変えたいって思ったと

きに、例えば、今の段階で言うと、来年度の５月に、その１ヶ月間の動向

を確認し、その５月に今後その登校班をどうするかどうかを議論するよう

にしますみたいな感じの、そっちの方向性というか、何ですかね。そこの

日にちを決めておけばいいのかなと思うんですけど、そしたら、流れたり

することもなく、１ヶ月のその動向もわかるわけじゃないですか。それを

記載するっていうのは、どうですか、ちょっと曖昧過ぎますか。 

委員長：やっぱそこですね、具体的に書いて、ただ最初は子供たちが急になく

なっちゃうのも不安だろうからそういったところを全部加味して、今、従

来通りスタートします。子供たちを考えて、というところですよね。先ほ

ど委員がそういったものをなくすことを前提に決めちゃってるから、そう
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いう文章が入って、とらえ方違ったごめんなさいね。こうだから、なくす

ってことをもう取り入れちゃってるから、でもそれすら決まってないって

いうか、新体制のこのマネジメントでなくすかどうかは、今言えることは、

それはないでしょっていうことだったんですよね。そういうことですね。

だから、多分そういうことなんですよ、多分こっち側は、新しくこの誰が

代表なるかわからない。 

委員：繰り返し言ってますけど、今のこの準備委員会の幹部っていうか PTA の

幹部の方々ある方向性を持ってるので、ひたすらここでもうその方向性を

打ち出そうとされてるんですけど、少なくとも私や何人かは、それはまだ

決まってないでしょって、そこを今ここで明言してしまって告知するのは

おかしいでしょって言ってるんで。そこをだから、あの、委員も言われて

る通り別にそれを例えば期限を決めてその段階で別に決めてもいいと思い

ますし、少なくともこれだけ決まらないんだから、もう、それを例えば、

決をとる、言われた通りここで決をとる、或いは２週間後に決をとるでも

いいと思うんです。その結果として、最後の文言というか簡素化を入れる

方が破れても、それはそれで仕方ないと思うんですけど、それを避けて、

今その言葉だけを刷り込ませようとしてることはおかしいとひたすら言っ

てるんで。 

委員長：はい、事務局お願いします。 

事務局：はい、事務局です。アドバイスになるかどうかわからないんですけど、

今ここにいる人の中だけでも、これだけ決まらないんだと思うんですね。

かつそうすると、新しい学校、先ほどお話した通り、手続きがまだ済んで

ないので、誰が残るか、どうかわからない状態だと思うんですね。そのた

めに、今回、この準備委員会っていうのは、開校した時に困らないために、

いろいろなことを決めていただくことなので、それだけ重要な話ですから、

ずっとやっていくと、開校まで間に合わないので、おっしゃる通り暫定と
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してやりますよと。それだけ重要なことですから、皆さんが行くっていう

学校に就学するっていう方が決まるのが４月以降ほぼ確定しますので、そ

の時以降、皆さんに意見をお伺いしながら決めていくものになりますとか

いうことにすれば、いいのかなっていう気はしたんですけど、あくまで暫

定と説明して、どうしてっていうのは、困らないようにすることなので、

今重要性があるので、いろんな意見がありますから、これから就学するっ

ていう方が決まってない段階で、どっちにするっていうのは決めれないと

思いますので、暫定として困らないためにするんですと。４月以降ほぼ入

学した人たちの在籍が決まりましてから、その方たちの意見を聞きながら、

重要なことなので決めていきたいと思いますのでっていうような形であれ

ば、暫定的とした理由がわかるのかなという気はするんですけども。それ

だけ重要な、ここでもすでに決まらないというようなことですから、いな

い人の意見を聞かないっていうこともどうかと思いますっていうような、

文章的に難しいことはあるんですけども。だから暫定なんですっていう形

なのかなと思ったんですけど。 

委員：あのね、そういう文章の言い回しは市役所の方が上手だと思うんで、ち

ょっとね、お知恵をお借りしながら作って出ていけばいいのかなと思って

ます。ただすいませんちょっと認識が、何て言うのかな、認識の違いとか

置いといてなんですけど、少し皆さんに理解していただいたらいいなと思

うのが、PTA 幹部派、そうじゃない派みたいなことではないですよね。実は

ここの話とかって、別に事前にすり合わせたわけでもないので、私はこの

場のフィーリングで実は話を展開してるだけですから、あまりなんて言う

んですかね、対立みたいな場にはしたくないなとは思ってますので、それ

だけ私のメッセージとして伝えさせていただきます。以上です。 

委員長：ありがとうございました、事務局何かうまくそれで、もしかしたら、

何かこう文言とかのアドバイスでお力添えいただくことになるかもしれま
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せんが、本当ごめんなさい。申し訳ないです。大丈夫でしょうかね、じゃ

あそのような形でいずれにしても、この時間は有意義であったと信じたい

と思います。他に、もうございませんかっていうところで、ちょっと長い

時間に渡りまして、ちょっと私も想定外の時間だったんですけども、議事

の方ですけども香取台小学校 PTA 規約案につきましての、議事の方、(２)

番終了という形でさせていただきたいと思います。その他ということで、

次第の方ございまして、はい、事務局にまわしたいと思います。 

 

３ その他 

事務局：はい。事務局です。先般皆様の方にメールでお知らせさせていただい

た通り、信号機の設置が吉祥寺公園の前、いわゆる皆さんに１から４まで

どこがいいですかってお伺いしたときの、４番に近い形になりますが、吉

祥寺公園側と学校側の縁石がありますので、そこを削らなきゃいけないっ

ていう作業も出てきたりします。そういった関係で、今のところの予定で

は、順調に整えば３月末から運用ができる形で、警察の方は進めてもらう

ような形にはなりますが、何せ今のコロナの影響とかあるので、部品が届

かないとかいろんなことになると、ちょっと遅れる形にはなるかと思いま

すが、我々としてはなんとしても４月の開校に間に合うように運用して欲

しいということで一応お伝えはしております。警察さんもその状況をくん

でいただいて、３月末から運用するっていうような形で今進んでいただい

ておりますので、その報告です。 

副委員長：この信号は時差式ですか、押しボタン式ですか。 

事務局：はい、事務局です。ごめんなさい、そこまでちょっと確認はまだして

ないです。設置されるっていうことで、入っただけでしたので、そこはま

た確認して、分かり次第皆さんにお知らせさせていただきます。 

委員長：はい、ありがとうございました。その他事項、以上で大丈夫でしょう
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か。 

事務局：はい、事務局です。次回の日程に関してなんですが、次回の日程に関

しましては、委員長とですね、ご相談をさせていただきながら、委員の皆

様方に日程の確認をさせていただくご連絡をさせていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。以上です。 

委員長：はい、ありがとうございます。それではですね、質問等何か皆さんか

ら最後になりますけどもございます。はい、ありがとうございます。お腹

いっぱいだよね。では、議事の方はですね終了となりまして、事務局にお

返しいたします。 

事務局：委員長議事の進行どうもありがとうございました。それではこれをも

ちまして、第 11 回香取台小学校開校準備委員会を閉会いたします。皆さん

長時間にわたりありがとうございました。 

 

４ 閉会 

 


